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臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の
活
動
と
そ
の
影
響

　
　
　
　

─
博
物
館
と
そ
の
周
辺
の
動
向
か
ら
─

三　

輪　
　

紫　

都　

香

は
じ
め
に

　

近
代
化
以
降
︑
わ
が
国
の
文
化
行
政
は
廃
仏
毀
釈
や
殖
産
興
業
︑
憲
法
の
制
定
︑
戦
争
等
︑
様
々
な
出
来
事
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
歩
ん
で

き
た
︒
特
に
明
治
期
の
活
動
は
い
く
つ
も
の
社
会
的
・
政
治
的
な
需
要
に
こ
た
え
る
べ
く
行
な
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
官
立
の
博
物
館
（
現
在
の

東
京
国
立
博
物
館
（
の
複
雑
な
変
遷
か
ら
も
見
て
取
れ
る
︒
筆
者
は
近
代
日
本
に
お
け
る
博
物
館
の
変
化
の
過
程
に
興
味
を
持
ち
︑
修
士
論
文

に
お
い
て
日
本
の
近
代
博
物
館
が
ど
の
よ
う
に
歩
み
︑
現
在
の
美
術
を
扱
う
博
物
館
と
な
っ
た
の
か
︑
明
治
前
半
の
変
遷
に
つ
い
て
整
理
し

た
︒

　

博
物
館
を
取
り
巻
く
事
業
の
中
で
も
文
化
財
の
保
護
は
二
度
の
全
国
的
な
調
査
を
経
て
制
度
が
成
立
し
︑
更
に
何
度
も
改
正
が
行
な
わ
れ
て

現
在
の
文
化
財
保
護
法
に
至
っ
て
い
る
︒
そ
の
う
ち
︑
本
論
文
で
は
明
治
期
に
行
な
わ
れ
た
二
度
目
の
文
化
財
調
査
で
あ
る
全
国
宝
物
調
査
に

着
目
す
る
︒
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
に
つ
い
て
﹃
学
制
百
年
史
﹄
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
︒



　　お茶の水史学　60号　　116

　
﹁
古
器
旧
物
保
存
方
﹂
の
布
告
に
よ
る
宝
物
類
の
調
査
の
後
︑
一
七
年
ご
ろ
か
ら
岡
倉
天
心
が
文
部
省
の
委
嘱
を
受
け
て
社
寺
所
蔵
の

古
美
術
の
調
査
に
従
事
し
︑
ま
た
︑
文
部
省
で
も
全
国
の
古
美
術
類
の
調
査
を
実
施
し
た
が
︑
二
一
年
九
月
に
宮
内
省
に
臨
時
全
国
宝
物

取
調
局
が
設
置
さ
れ
︑
本
格
的
な
調
査
が
開
始
さ
れ
た
︒
同
取
調
局
は
︑
図
書
頭
九
鬼
隆
一
を
委
員
長
と
し
て
︑
文
部
省
︑
宮
内
省
等
の

関
係
官
を
も
っ
て
委
員
︑
掛
を
構
成
し
︑
古
社
寺
保
存
法
が
制
定
さ
れ
た
三
〇
年
ま
で
調
査
を
実
施
し
た
が
︑
同
年
一
〇
月
に
廃
止
さ

れ
︑
そ
の
事
務
を
博
物
館
に
引
き
継
い
だ
︒
こ
の
間
︑
同
取
調
局
が
鑑
査
を
行
な
っ
た
物
件
は
︑
古
文
書
一
万
七
七
〇
九
点
︑
絵
画
七
万

四
七
三
一
点
︑
彫
刻
四
万
六
五
五
〇
点
︑
美
術
工
芸
五
万
七
四
三
六
点
︑
書
跡
一
万
八
六
六
五
点
︑
計
二
一
万
五
〇
九
一
点
の
多
数
に
の

ぼ
り
︑
優
秀
品
に
対
し
て
は
鑑
査
状
を
発
行
し
︑
そ
の
価
値
に
応
じ
て
参
考
簿
等
に
登
録
し
た
（
（
（

︒

　

臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の
活
動
に
つ
い
て
は
博
物
館
史
・
美
術
史
等
の
先
行
研
究
に
お
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
︑
多
く
が
明
治
二
一
年
に

行
わ
れ
た
近
畿
地
方
の
調
査
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
近
畿
地
方
の
宝
物
調
査
が
大
規
模
な
巡
回
の
初
回
で
あ
り
︑
官
報
や
新
聞

に
お
い
て
詳
細
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
記
録
が
多
く
残
っ
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
宝
物
調
査
は
そ
の
後
も
地

方
の
巡
回
や
東
京
へ
の
出
品
に
よ
る
調
査
を
行
っ
て
お
り
︑
約
一
〇
年
間
を
通
し
て
同
じ
体
制
で
活
動
し
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
記
録

か
ら
は
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
が
︑
踏
み
込
ん
だ
考
察
は
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
︒
本
論
文
で
は
宝
物
調
査
の
主
体
で
あ
っ
た
臨

時
全
国
宝
物
取
調
局
設
置
に
至
る
過
程
と
活
動
の
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
︒

　

更
に
︑
初
期
か
ら
文
化
財
保
護
に
密
接
に
関
わ
っ
て
き
た
博
物
館
は
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の
も
と
で
行
わ
れ
た
宝
物
調
査
に
お
い
て
も
人

材
・
費
用
の
面
で
連
携
し
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒
こ
の
時
期
の
博
物
館
は
大
き
な
変
化
の
時
期
を
迎
え
て
お
り
︑
臨
時
全
国

宝
物
取
調
局
が
活
動
し
て
い
た
明
治
二
〇
年
代
に
お
い
て
帝
国
博
物
館
と
し
て
再
編
成
さ
れ
︑
更
に
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
が
廃
止
さ
れ
た
三

年
後
の
明
治
三
三
年
に
帝
室
博
物
館
と
な
っ
た
︒
そ
の
後
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
に
伴
い
国
立
博
物
館
と
し
て
歩
み
始
め
る
昭
和
二
二
年
ま

で
六
二
年
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
所
属
を
変
え
る
こ
と
な
く
︑
館
の
性
格
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
も
な
く
運
営
さ
れ
て
ゆ
く
︒
こ
の
帝
室
博
物
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館
に
至
る
ま
で
の
博
物
館
と
博
物
館
を
取
り
巻
く
文
化
財
行
政
の
変
化
に
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
は
先
行
研
究
に
お
い

て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
︑
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
に
つ
い
て
詳
細
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
そ
の
後
の
博
物
館
と
文
化
財
保
護

行
政
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
論
じ
た
い
︒

　

本
論
文
は
第
一
章
に
お
い
て
︑
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
発
足
以
前
の
博
物
館
の
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
で
近
代
以
降
に
文
化
財
が
ど
う
捉
え
ら

れ
︑
保
護
さ
れ
て
き
た
か
を
概
観
す
る
︒
第
二
章
で
は
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
に
つ
い
て
設
置
の
背
景
を
整
理
し
︑
活
動
の
全
体
像
を
明
ら
か

に
し
た
う
え
で
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の
影
響
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
こ
と
と
す
る
︒

第
一
章　

臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
発
足
以
前
の
博
物
館
の
性
格

（
一
）　

博
物
館
の
始
ま
り
と
文
部
省
で
の
事
業

　

日
本
に
は
今
日
た
く
さ
ん
の
博
物
館
が
存
在
し
て
い
る
が
︑
も
と
も
と
は
日
本
に
は
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
（
（

︒
日
本
近
代
博
物

館
に
は
︑M

useum

の
訳
語
と
し
て
日
本
へ
輸
入
さ
れ
た
海
外
の
﹁
博
物
館
﹂
と
︑
江
戸
時
代
か
ら
発
達
し
て
き
た
学
問
の
一
つ
で
あ
る
物
産

学
が
影
響
し
て
い
る
（
3
（

︒

　

そ
し
て
︑
失
わ
れ
て
ゆ
く
宝
物
へ
の
危
惧
か
ら
お
き
た
文
化
財
へ
の
関
心
の
三
点
が
︑
博
物
館
を
形
成
す
る
要
因
と
な
っ
た
と
い
え
る
︒
ま

ず
前
提
と
し
て
あ
っ
た
の
が
幕
末
か
ら
維
新
期
に
か
け
て
の
︑
新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
よ
う
と
い
う
風
潮
で
あ
っ
た
︒
さ
ら
に
︑
明
治
政
府

の
神
仏
分
離
政
策
が
廃
仏
毀
釈
を
引
き
起
こ
し
︑
古
器
物
の
破
壊
に
拍
車
を
か
け
た
（
（
（

︒
大
学
は
一
八
七
一
（
明
治
四
（
年
四
月
二
五
日
︑
古
器

旧
物
の
遺
失
を
憂
い
︑
集
古
館
の
必
要
性
を
訴
え
る
献
言
を
行
っ
た
（
（
（

︒﹃
東
京
国
立
博
物
館
百
年
史
﹄
に
よ
れ
ば
︑
献
言
の
起
案
者
は
後
に
初

代
博
物
局
長
と
な
る
町
田
久
成
で
あ
っ
た
と
い
う
︒

　

こ
の
献
言
を
受
け
た
政
府
は
一
八
七
一
（
明
治
四
（
年
五
月
二
三
日
︑
大
学
の
献
言
を
要
約
し
た
形
で
古
器
旧
物
保
存
方
（
（
（

を
布
告
し
た
︒
そ
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し
て
︑
こ
の
年
の
七
月
に
設
置
さ
れ
た
文
部
省
博
物
局
︑
一
八
七
二
（
明
治
五
（
年
に
設
置
さ
れ
た
博
覧
会
事
務
局
は
寺
社
・
華
族
の
宝
物
調

査
（
壬
申
検
査
（
を
行
い
︑
そ
の
調
査
は
陳
列
品
収
集
の
基
礎
と
な
っ
た
︒
そ
の
後
博
物
館
を
所
管
す
る
省
に
お
い
て
古
器
旧
物
（
宝
物
（
の

調
査
も
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
古
器
旧
物
保
存
方
の
布
告
は
︑
近
代
日
本
の
文
化
財
保
護
の
始
ま
り
と
な
っ
た
と
と
も
に
︑
博
物
館
が
古
器
旧
物

の
保
存
に
関
わ
る
始
ま
り
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
︒

　

一
八
七
一
（
明
治
四
（
年
の
大
学
廃
止
と
同
時
に
当
時
教
育
に
関
す
る
行
政
事
務
を
担
当
し
て
い
た
大
学
の
本
校
が
文
部
省
と
な
っ
た
︒
そ

し
て
︑
こ
の
年
の
九
月
二
五
日
︑
物
産
局
は
南
校
の
所
管
を
離
れ
︑
博
物
局
と
し
て
直
接
文
部
省
下
の
組
織
と
な
る
︒﹁
町
田
久
成
年
報
報

告
（
（
（

﹂
に
よ
る
と
物
産
局
の
物
品
が
博
物
局
に
引
き
継
が
れ
︑
展
観
場
と
し
て
湯
島
（
現
在
の
東
京
都
文
京
区
湯
島
（
に
あ
る
湯
島
聖
堂
の
元
大

成
殿
が
定
め
ら
れ
た
︒
そ
し
て
文
部
省
博
物
局
は
︑
一
八
七
二
（
明
治
五
（
年
二
月
一
四
日
に
博
覧
会
開
催
の
布
達
を
出
し
た
︒

　

博
覧
會
ノ
旨
趣
ハ
︑
天
造
人
工
ノ
別
ナ
ク
宇
内
ノ
産
物
ヲ
蒐
集
シ
テ
︑
其
名
稱
ヲ
正
シ
︑
其
用
方
ヲ
辡
シ
︑
人
ノ
知
見
ヲ
廣
ム
ル
ニ
在

リ
︒
就
中
古
噐
舊
物
ニ
至
テ
ハ
︑
時
勢
ノ
推
遷
︑
制
度
ノ
沿
革
ヲ
追
徴
ス
可
キ
要
物
ナ
ル
ニ
因
リ
︑
嚮
者
御
布
告
ノ
意
ニ
原
キ
︑
周
ク
之

ヲ
羅
列
シ
テ
世
人
ノ
放
觀
ニ
供
セ
ン
ト
欲
ス
︒
然
ト
モ
其
各
地
ヨ
リ
徴
集
ス
ル
ノ
期
ニ
至
テ
ハ
︑
之
ヲ
異
日
ニ
待
サ
ル
ヲ
得
ス
シ
テ
︑
現

今
存
在
ノ
舊
噐
ハ
社
寺
ニ
遺
傳
ス
ル
什
物
ノ
外
︑
其
用
ニ
充
ツ
可
キ
物
少
ナ
ク
︑
加
フ
ル
ニ
皇
國
従
来
博
覧
會
ノ
擧
ア
ラ
サ
ル
ニ
因
リ
︑

珍
品
竒
物
ノ
官
庫
ニ
貯
フ
ル
所
︑
亦
若
干
許
ニ
過
キ
ス
︒
因
テ
古
代
ノ
器
物
︑
天
造
ノ
竒
品
︑
漢
洋
舶
載
︑
新
造
創
製
等
ヲ
論
セ
ス
之
ヲ

蔵
ス
ル
物
ハ
︑
博
物
館
ニ
出
シ
テ
此
會
ノ
欫
ヲ
補
ヒ
︑
以
テ
世
俗
ノ
陋
見
ヲ
啓
キ
︑
且
古
今
ノ
同
異
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル
ノ
資
助
ト
為
ス
ヲ
請

フ
（
句
読
点
・
傍
線
筆
者
挿
入
（
（
（

（

　

博
覧
会
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
︑
殖
産
興
業
の
流
れ
に
沿
っ
た
内
容
で
あ
る
が
︑﹁
嚮
者
御
布
告
ノ
意
ニ
原
キ
﹂
と
あ
る
よ
う
に
古
器
旧
物
保

存
方
に
つ
い
て
触
れ
︑
古
器
旧
物
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
る
︒
そ
し
て
布
達
の
後
半
部
分
で
は
一
と
六
の
つ
く
日
に
観
覧
が
で
き
る
﹁
永
久
博
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物
館
﹂
の
存
在
が
み
と
め
ら
れ
る
︒
博
覧
会
は
無
事
開
催
さ
れ
︑
こ
れ
を
も
っ
て
我
が
国
の
博
物
館
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
︒
こ
の
博
覧
会
に

は
︑
一
九
八
三
（
明
治
六
（
年
の
四
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
開
か
れ
た
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
の
準
備
機
関
と
し
て
太
政
官
正
院
に
置
か
れ
た

澳
国
博
覧
会
事
務
局
が
関
与
し
て
い
る
︒
澳
国
博
覧
会
事
務
局
は
一
八
七
二
（
明
治
五
（
年
一
月
に
設
置
さ
れ
て
か
ら
︑
万
国
博
覧
会
に
出
品

す
る
物
品
の
採
集
を
開
始
し
︑
三
月
に
行
わ
れ
た
文
部
省
博
覧
会
に
採
集
途
中
の
万
国
博
覧
会
出
品
物
を
展
示
し
て
い
る
（
（
（

︒
そ
し
て
文
部
省
博

覧
会
の
前
後
か
ら
︑
文
部
省
博
物
局
と
澳
国
博
覧
会
事
務
局
は
双
方
の
事
務
を
一
体
と
な
っ
て
行
う
よ
う
に
な
る
︒
田
中
や
町
田
と
い
っ
た
︑

事
務
兼
任
者
が
い
た
こ
と
も
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
︒

　

文
部
省
は
明
治
五
（
一
八
七
二
（
年
四
月
︑﹁
文
部
省
伺
﹂
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
︒

　

当
省
博
物
館
ノ
主
意
ハ
︑
全
国
ノ
天
産
人
造
新
古
物
品
ト
モ
取
聚
メ
︑
風
土
ノ
肥
瘠
︑
人
民
産
業
ノ
如
何
ナ
ル
ヲ
致
証
察
候
政
務
ノ
資

ニ
シ
テ
︑
独
リ
此
度
澳
地
利
博
覧
会
ニ
可
相
回
物
品
指
置
候
ノ
ミ
ノ
儀
ニ
無
之
︑
向
後
長
ク
衆
庶
ニ
展
覧
ヲ
許
シ
︑
学
術
考
拠
知
識
開
発

セ
シ
ム
ル
為
ニ
設
候
ニ
テ
︑
現
今
ノ
文
部
省
ハ
将
来
博
物
館
第
一
ノ
場
所
柄
ニ
候
エ
ハ
︑
今
般
本
省
ハ
常
磐
橋
内
旧
津
県
邸
ヘ
相
移
申
度

奉
存
候
︒
素
ヨ
リ
本
省
ハ
全
国
教
育
ノ
事
ヲ
致
管
轄
候
ヘ
ハ
︑
専
ラ
大
中
小
学
校
ノ
教
則
章
程
ヲ
以
テ
官
員
ニ
付
授
シ
︑
諸
所
ニ
為
致
出

張
候
ノ
全
権
ヲ
本
省
ニ
テ
致
総
攬
候
儀
故
︑
必
シ
モ
現
場
ノ
如
キ
広
大
ノ
区
域
ヲ
要
ト
セ
サ
レ
ハ
︑
更
ニ
正
院
ニ
近
キ
処
ニ
設
置
諸
事
簡

易
ニ
シ
テ
︑
全
国
学
校
ノ
事
務
ヲ
斡
旋
進
歩
イ
タ
シ
候
様
仕
度
︑
就
テ
ハ
本
省
ハ
全
ノ
博
物
館
ニ
仕
置
︑
常
磐
橋
内
旧
津
県
邸
ニ
移
転
致

シ
度
︑
別
紙
絵
図
面
相
添
相
伺
候
︑
自
然
右
津
県
邸
御
差
支
ノ
筋
被
為
在
候
ヘ
ハ
︑
大
名
小
路
司
法
省
囲
込
旧
弾
正
台
跡
ヘ
致
シ
度
︑
此

段
奉
伺
候
也

　

尚
以
編
輯
寮
ハ
只
今
ノ
場
所
ヘ
其
儘
指
置
候
テ
差
支
無
之
候
事
（
句
読
点
︑
傍
線
筆
者
挿
入
（
（1
（

（

　

こ
の
伺
い
は
︑
文
部
省
が
省
の
土
地
の
移
転
を
し
た
い
と
述
べ
て
い
る
が
︑
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
︑
跡
地
に
博
物
館
を
建
設
す
る
こ
と
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が
目
的
で
あ
る
と
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
文
部
省
博
物
館
は
全
国
の
様
々
な
物
品
を
集
め
︑
風
土
や
産
業
に
つ
い
て
考
証
す
る
も
の
で
︑
ウ
ィ
ー

ン
万
国
博
覧
会
の
後
も
人
民
に
観
覧
を
許
し
︑
学
術
進
歩
に
役
立
て
た
い
と
述
べ
る
︒
こ
の
伺
い
に
よ
り
︑
八
月
二
日
に
文
部
省
は
常
磐
橋
内

元
津
県
邸
に
移
転
と
な
っ
た
︒

　

次
に
博
覧
会
事
務
局
は
同
じ
く
一
八
七
二
（
明
治
五
（
年
四
月
に
行
っ
た
正
院
に
対
す
る
上
申
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
︒

　

澳
国
博
覧
会
ヘ
可
差
出
諸
物
件
事
務
局
ニ
テ
取
集
候
品
ハ
勿
論
各
府
県
管
下
所
産
ノ
物
品
モ
追
々
廻
シ
越
候
賦
ニ
有
之
右
到
着
ノ
上
ハ

許
多
ノ
品
数
ニ
テ
狭
小
ノ
場
所
ニ
テ
ハ
一
時
排
列
点
検
ニ
モ
差
支
候
義
ニ
テ
当
局
ニ
テ
ハ
所
詮
右
ニ
充
ヘ
キ
間
席
等
無
之
且
将
来
ノ
規
模

ヲ
目
的
候
得
ハ
一
体
国
産
ハ
天
産
人
造
新
古
ノ
諸
物
品
共
尽
ク
其
府
下
ニ
取
集
其
風
土
ノ
肥
瘠
︑
人
民
産
業
ノ
如
何
ヲ
致
証
察
候
事
政
務

ノ
要
義
而
己
ナ
ラ
ス
又
衆
庶
ノ
展
覧
ヲ
許
シ
学
術
考
証
人
智
開
明
ニ
供
ス
ヘ
キ
義
ニ
付
今
般
ノ
好
機
会
ヲ
以
テ
澳
国
ヘ
可
差
廻
物
ノ
他
別

ニ
各
一
種
一
品
ヲ
聚
集
シ
永
久
開
館
ノ
照
準
ト
仕
度
就
テ
ハ
文
部
省
構
中
ニ
ハ
空
間
ノ
堂
舎
若
干
有
之
趣
ニ
相
聞
適
当
ノ
場
所
ニ
付
追
テ

ハ
右
博
覧
館
ニ
可
被
定
目
的
ヲ
以
テ
差
向
澳
国
博
覧
会
ヘ
可
差
廻
物
品
等
排
列
検
査
ノ
為
不
用
ノ
場
所
当
事
務
局
ヘ
貸
渡
候
様
文
部
省
ヘ

御
達
有
之
度
此
段
相
伺
候
也

　
　
　
　
　

壬
申
四
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

博
覧
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　

正
院
御
中

　

伺
之
通
相
達
候
事
印　
（
句
読
点
︑
傍
線
筆
者
挿
入
（
（1
（

（

　

こ
の
上
申
で
博
覧
会
事
務
局
は
︑
将
来
は
永
久
開
館
を
目
標
に
す
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
︒
博
物
局
も
博
覧
会
事
務
局
も
博

物
館
建
設
に
は
積
極
的
で
棒
線
部
に
見
る
よ
う
に
博
物
館
の
趣
旨
や
建
設
地
に
に
つ
い
て
同
意
見
で
あ
る
︒
そ
し
て
一
八
七
三
（
明
治
六
（
年

三
月
一
九
日
︑
正
院
は
博
覧
会
事
務
局
に
博
物
館
︑
書
籍
館
︑
博
物
局
を
合
併
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
（
（1
（

︒
と
こ
ろ
が
︑
合
併
が
決
定
す
る
と
六
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月
に
な
っ
て
︑
文
部
省
三
等
出
仕
田
中
不
二
麿
か
ら
合
併
取
り
や
め
の
上
申
が
出
さ
れ
る
︒

　
　

博
物
館
書
籍
館
を
博
覧
会
事
務
局
へ
合
併
被
仰
付
候
処
右
被
相
止
度
儀
ニ
付
伺

博
物
館
書
籍
館
之
儀
博
覧
会
事
務
局
ヘ
合
併
被
仰
付
候
処
元
来
当
省
ニ
於
テ
右
両
館
施
設
之
大
旨
ハ
生
徒
教
育
之
需
要
ニ
相
備
ヘ
傍
ラ
他

之
人
民
開
知
之
一
端
ニ
モ
及
ホ
シ
可
申
趣
意
ニ
候
得
ハ
博
覧
会
ノ
事
務
ト
ハ
固
ヨ
リ
相
違
仕
候
ニ
付
合
併
之
儀
ハ
被
相
止
度
尤
書
籍
物
品

共
博
覧
会
ニ
入
用
有
之
当
省
ニ
テ
モ
差
支
無
之
分
ハ
其
時
々
相
廻
可
申
候
条
此
段
御
評
議
相
成
度
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
部
省
三
等
出
仕

　
　

明
治
六
年
五
月
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
不
二
麿

　
　
　
　
　
　
　
　

正
院
御
中（（1
（

　

文
部
省
の
主
張
は
博
物
館
も
書
籍
館
も
生
徒
教
育
の
た
め
に
あ
る
も
の
で
︑
人
民
開
智
の
た
め
の
利
用
は
あ
く
ま
で
副
業
で
あ
る
と
い
う
も

の
で
︑
明
治
五
年
四
月
の
﹁
文
部
省
伺
﹂
と
は
大
分
印
象
が
変
わ
っ
て
い
る
︒
こ
の
変
化
の
原
因
と
し
て
は
学
制
の
発
布
が
考
え
ら
れ
る
︒
学

制
は
一
八
七
二
（
明
治
五
（
年
八
月
二
日
に
発
布
さ
れ
た
学
校
制
度
で
あ
る
（
（1
（

︒
文
部
省
は
当
時
国
民
教
育
の
近
代
化
に
力
を
注
い
で
お
り
︑
田

中
不
二
麿
も
そ
の
よ
う
な
教
育
近
代
化
に
力
を
注
い
だ
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
︒
教
育
の
近
代
化
を
進
め
る
に
あ
た
り
︑
教
育
に
着
目
し
た
新

た
な
目
的
を
も
っ
た
博
物
館
が
考
え
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
そ
れ
に
対
し
て
博
覧
会
事
務
局
か
ら
は
︑
博
物
館
は
学
校
の
一
部
で
あ
る
も

の
と
一
般
の
人
々
の
た
め
に
公
開
す
る
も
の
で
は
違
い
が
あ
る
︑
と
し
た
上
で
︑
博
物
館
は
あ
ら
ゆ
る
物
品
を
蒐
集
し
︑
考
証
︑
知
識
を
開
く

こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
主
張
し
た
︒
さ
ら
に
︑
教
育
博
物
館
と
は
主
旨
の
違
う
物
品
を
文
部
省
博
物
館
は
所
有
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
︑
こ

れ
ま
で
の
物
品
は
博
覧
会
事
務
局
が
考
え
る
博
物
館
に
こ
そ
必
要
で
あ
る
と
上
申
し
て
い
る
（
（1
（

︒

　

結
局
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
の
た
め
に
渡
航
し
て
い
た
博
覧
会
事
務
局
副
総
裁
佐
野
常
民
の
帰
国
を
待
っ
て
上
申
が
み
と
め
ら
れ
︑
一
八
七
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五
（
明
治
八
（
年
二
月
に
合
併
取
り
や
め
の
達
が
出
さ
れ
た16

︒
文
部
省
に
は
博
物
館
︑
書
籍
館
︑
小
石
川
薬
園
の
所
管
が
戻
り
︑
博
覧
会

事
務
局
に
物
品
の
み
が
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
文
部
省
は
湯
島
聖
堂
で
活
動
を
再
開
し
︑
一
八
七
七
（
明
治
十
（
年
に
は
上
野
に
﹁
教
育

博
物
館
﹂
を
建
設
す
る
に
至
る
（
（1
（

︒

（
二
）　

内
務
省
博
物
館
の
構
想

　

博
覧
会
事
務
局
は
文
部
省
博
物
館
の
合
併
直
後
か
ら
殖
産
興
業
に
沿
っ
た
博
物
館
政
策
を
す
す
め
︑
事
務
局
が
置
か
れ
て
い
た
山
下
門
内

（
現
在
の
東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
（
に
お
い
て
一
八
七
三
（
明
治
六
（
年
四
月
一
五
日
に
博
覧
会
を
開
催
し
て
﹁
山
下
門
内
博
物
館
﹂
を
開

館
し
て
い
た
が
︑
文
部
省
と
分
離
後
の
一
八
七
五
（
明
治
八
（
年
三
月
三
〇
日
に
内
務
省
へ
移
管
と
な
る
（
（1
（

︒
内
務
省
は
大
久
保
利
通
に
よ
っ
て

創
設
さ
れ
た
︑
勧
業
寮
︑
警
保
寮
︑
戸
籍
寮
︑
駅
逓
寮
︑
土
木
寮
︑
地
理
寮
︑
測
量
司
を
持
つ
︑
勧
業
︑
警
察
︑
地
方
行
政
を
所
管
事
務
と
す

る
省
で
あ
る
（
（1
（

︒
勧
業
寮
は
一
等
寮
に
お
か
れ
︑
内
務
省
は
殖
産
興
業
を
押
し
進
め
た
︒

　

こ
の
内
務
省
に
お
け
る
博
物
館
政
策
は
当
時
内
務
卿
で
あ
っ
た
大
久
保
利
通
の
思
想
と
︑
一
八
七
三
（
明
治
六
（
年
開
催
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国

博
覧
会
終
了
後
に
提
出
さ
れ
た
博
物
館
に
関
す
る
報
告
書
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

　

大
久
保
の
博
物
館
事
業
に
関
す
る
構
想
の
背
景
に
は
一
八
七
一
（
明
治
四
（
年
一
一
月
か
ら
一
八
七
二
（
明
治
五
（
年
九
月
に
か
け
て
欧
米

に
派
遣
さ
れ
た
岩
倉
使
節
団
で
の
見
聞
が
あ
る
だ
ろ
う
︒
使
節
団
は
ア
メ
リ
カ
に
始
ま
り
︑
イ
ギ
リ
ス
︑
フ
ラ
ン
ス
︑
ベ
ル
ギ
ー
︑
オ
ラ
ン

ダ
︑
プ
ロ
イ
セ
ン
︑
ロ
シ
ア
な
ど
一
二
カ
国
を
回
っ
た
︒
使
節
団
の
目
的
の
中
に
は
米
欧
に
お
け
る
近
代
国
家
の
制
度
・
文
物
の
研
究
と
調
査

も
ふ
く
ま
れ
て
い
た
た
め（（2
（

博
物
館
を
多
く
見
学
し
て
い
る
︒
当
時
の
欧
米
に
は
現
在
で
言
う
と
こ
ろ
の
歴
史
︑
美
術
︑
工
芸
︑
自
然
史
︑
科
学

技
術
︑
と
い
っ
た
専
門
博
物
館
が
存
在
し
て
お
り
︑
使
節
団
は
こ
れ
ら
を
見
学
し
て
い
る
︒
大
久
保
は
こ
の
使
節
団
か
ら
戻
っ
た
後
︑
殖
産
興

業
に
力
を
注
ぐ
べ
く
内
務
省
を
創
設
す
る
が
︑
米
欧
回
覧
で
の
多
様
な
博
物
館
の
見
学
は
︑
大
久
保
が
多
角
的
に
博
物
館
を
捉
え
る
こ
と
を
可

能
に
し
た
と
い
え
る
︒
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次
に
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
と
そ
の
報
告
書
に
つ
い
て
で
あ
る
︒
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
は
出
品
物
を
二
六
の
区
に
分
け
て
陳
列
し
た
︒
日

本
は
工
芸
品
を
多
く
出
品
し
︑
産
業
育
成
の
対
象
を
工
芸
品
に
見
い
だ
す
こ
と
と
な
っ
た
︒
こ
の
博
覧
会
で
初
め
て
﹁
美
術
﹂
と
い
う
言
葉
が

日
本
の
歴
史
に
登
場
す
る
が
︑
こ
こ
に
お
い
て
説
明
さ
れ
た
﹁
美
術
﹂
と
は
︑﹁
音
楽
︑
画
学
︑
像
ヲ
作
ル
術
︑
詩
学
等
﹂
で
あ
っ
た
（
（2
（

︒

　

ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
後
に
提
出
さ
れ
た
﹃
澳
国
博
覧
会
報
告
書
﹄
は
礼
法
︑
蚕
業
︑
教
育
︑
兵
制
︑
道
路
︑
風
俗
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
︒

こ
の
報
告
の
中
の
﹁
博
物
館
部
﹂
を
受
け
て
︑
太
政
官
は
一
八
七
五
（
明
治
八
（
年
六
月
一
五
日
︑
内
務
省
に
次
の
資
料
を
送
付
し
て
意
見
（
（2
（

を

求
め
た
︒

・
東
京
大
博
物
館
建
設
ノ
報
告
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
冊
・
・
・
Ⅰ

・
同
断
ノ
儀
ニ
付
ド
ク
ト
ル
ワ
ク
子
ル
氏
ヨ
リ
報
告
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
冊
・
・
・
Ⅱ

・
蘓
格
蘭
以
丁
堡
學
術
博
物
館
総
長
ト
ー
マ
ス
シ
ー
ア
ル
チ
ヱ
ル
氏
ノ
贈
来
及
其
魯
國
ニ
贈
ル
所
ノ
報
告
書　

一
冊
・
・
・
Ⅲ

・
英
國
サ
ウ
ス
ケ
ン
シ
ン
ト
ン
博
物
館
設
立
ノ
来
歴
及
管
掌
條
例　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
冊
・
・
・
Ⅳ

・
同
國
博
覧
會
始
末　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
冊
・
・
・
Ⅴ

　

Ⅱ
の
資
料
は
御
雇
い
外
国
人
ワ
グ
ネ
ル
の
報
告
書
で
あ
る
︒
ワ
グ
ネ
ル
は
モ
デ
ル
博
物
館
を
特
定
し
て
お
ら
ず
︑
彼
の
言
う
﹁
普
通
博
物

館
﹂
は
偏
り
の
な
い
総
合
博
物
館
で
あ
る
︒
ま
た
︑
報
告
の
結
文
に
お
い
て
︑
後
に
専
門
博
物
館
と
し
て
分
化
す
る
こ
と
も
想
定
し
た
六
分
類

（
農
業
及
び
山
林
業
︑
工
芸
并
に
機
械
︑
芸
術
及
び
百
工
に
関
す
芸
術
︑
教
育
使
用
の
物
料
︑
万
有
︑
歴
史
及
び
人
類
学
（
を
提
案
し
て
い

る
︒
ワ
グ
ネ
ル
は
技
術
と
し
て
変
化
し
て
い
く
﹁
百
工
﹂
の
中
に
埋
も
れ
︑
衰
退
し
つ
つ
あ
る
日
本
芸
術
を
確
立
す
る
必
要
を
訴
え
て
い
る
︒

　

Ⅲ
は
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
学
術
博
物
館
の
総
長
が
ロ
シ
ア
に
向
け
て
送
っ
た
博
物
館
創
設
に
関
す
る
文
書
が
佐
野
常
民
に
宛
て
て
送
ら
れ
て
き
た

も
の
で
あ
る
︒
博
物
館
の
効
用
と
し
て
︑
専
門
的
な
教
育
機
関
を
付
属
し
て
教
育
す
る
よ
り
も
︑
よ
り
多
く
の
人
の
眼
識
を
広
め
る
こ
と
に
利
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用
す
る
方
が
有
効
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
（2
（

︒

　

Ⅳ
︑
Ⅴ
（
（2
（

は
サ
ウ
ス
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
博
物
館
に
関
す
る
情
報
で
あ
る
︒
サ
ウ
ス
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
博
物
館
は
産
業
育
成
を
目
的
と
し
て
創
設
さ
れ

た
博
物
館
で
あ
る
︒
技
術
学
校
と
連
携
し
た
博
物
館
の
あ
り
方
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
︒

　

Ⅱ
～
Ⅴ
を
受
け
︑
Ⅰ
に
お
い
て
佐
野
常
民
が
構
想
す
る
博
物
館
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
︑
術
業
伝
習
に
重
点
を
お
き
︑
サ
ウ
ス
ケ
ン
ジ
ン
ト

ン
博
物
館
を
モ
デ
ル
と
す
る
こ
と
︑
そ
の
た
め
に
博
物
館
に
は
支
館
と
伝
習
場
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
︑
博
物
館
と
博
覧
会
は
切
り
離
す
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
︑
産
業
育
成
を
専
門
と
し
な
が
ら
他
の
業
務
も
請
け
負
う
と
い
う
ス
タ
イ
ル
の
普
通
博
物
館
（
総
合
博
物
館
（

を
設
け
︑
六
分
類
の
展
示
と
す
る
こ
と
︑
と
い
う
内
容
で
あ
る
︒

　

一
八
七
五
（
明
治
八
（
年
七
月
二
七
日
に
内
務
卿
大
久
保
利
通
は
太
政
大
臣
に
あ
て
て
博
物
館
建
設
に
つ
い
て
伺
い
を
出
し
た
（
（2
（

︒

　
　

博
物
館
之
儀
ニ
付
伺

　

本
年
三
月
三
十
日
舊
博
覽
會
事
務
局
︑
博
物
館
ト
改
稱
︑
當
省
所
屬
被
仰
出
候
ニ
付
同
館
ノ
體
裁
更
ニ
調
理
折
柄
︑
辨
理
公
使
佐
野
常

民
ヨ
リ
差
出
候
東
京
大
博
物
館
建
設
ノ
諸
報
告
其
外
ト
モ
御
下
附
相
成
候
ニ
付
︑
彼
是
照
合
審
案
候
處
︑
同
人
報
告
ノ
大
意
ニ
於
テ
︑
素

ヨ
リ
其
體
ヲ
得
ル
ト
可
申
候
得
共
︑
其
内
或
即
今
ノ
體
裁
上
ニ
於
抵
觸
候
廉
モ
有
之
︑
又
一
時
ニ
難
被
行
筋
モ
相
見
ヘ
候
間
斟
酌
ノ
上
博

物
館
ノ
體
裁
別
冊
及
ヒ
分
類
一
覽
表
ノ
通
リ
後
來
目
的
相
立
可
申
ト
存
候
間
︑
先
以
此
段
上
申
仕
置
候
也
（
（2
（

（
句
読
点
筆
者
挿
入
（

　

こ
の
伺
い
に
よ
る
と
︑
佐
野
の
報
告
は
そ
の
﹁
大
意
ニ
於
テ
﹂
は
体
裁
が
整
っ
て
い
る
と
し
な
が
ら
︑﹁
即
今
ノ
體
裁
上
ニ
於
抵
觸
候
廉
モ

有
之
﹂︑﹁
又
一
時
ニ
難
被
行
筋
モ
相
見
ヘ
候
﹂
と
し
て
修
正
を
加
え
て
上
申
す
る
と
し
て
い
る
︒﹁
即
今
ノ
體
裁
﹂
と
は
勧
業
寮
の
存
在
を
指

し
て
い
る（

27
（

︒
大
久
保
の
上
申
で
大
き
く
違
う
の
は
サ
ウ
ス
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
博
物
館
を
モ
デ
ル
と
し
た
術
業
伝
習
所
と
そ
れ
に
伴
う
支
館
の
仕
組

み
を
大
久
保
は
取
り
入
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
︒
産
業
育
成
を
前
面
に
押
し
出
し
た
博
物
館
で
は
勧
業
寮
と
事
務
が
重
な
っ
て
し
ま
う
︒
ま
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た
︑
管
轄
は
勧
業
寮
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
か
博
覧
会
に
関
す
る
記
述
も
削
除
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
こ
と
で
博
物
館
の
構
想
は
ワ
グ

ネ
ル
が
提
案
し
た
博
物
館
構
想
に
近
い
物
と
な
っ
て
い
る
︒

　

も
う
一
つ
の
違
い
は
分
類
方
法
で
あ
る
︻
表
一
︼︒
佐
野
の
報
告
に
あ
っ
た
分
類
は
ワ
グ
ネ
ル
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
︑
大
久
保
案
は
八
分

類
に
増
え
て
い
る
︒
法
教
部
と
陸
軍
部
が
独
立
し
た
こ
と
で
分
類
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
︑
芸
術
部
に
も
佐
野
の
分
類
に
は
な
か
っ

た
書
画
︑
彫
刻
︑
音
楽
︑
詩
歌
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
︒
そ
し
て
︑
佐
野
の
分
類
に
あ
っ
た
芸
術
部
の
内
容
は
︑
工
芸
機
械
部
と
合
わ
せ
て

工
芸
の
部
へ
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
︒
書
画
︑
彫
刻
︑
音
楽
︑
詩
歌
は
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
で
訳
さ
れ
た
﹁
美
術
﹂
の
定
義
と
一
致
し
て
い
る

こ
と
か
ら
︑
こ
の
分
類
は
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
の
区
分
も
参
考
に
ワ
グ
ネ
ル
が
訴
え
た
芸
術
︑
今
日
で
言
う
と
こ
ろ
の
純
粋
美
術
の
要
素
が

組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
大
久
保
案
に
見
え
る
博
物
館
は
ワ
グ
ネ
ル
の
構
想
を
土
台
に
︑
こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
き
た
産
業
育
成
︑

教
育
︑
文
化
財
保
護
︑
そ
し
て
新
た
に
芸
術
の
振
興
︑
さ
ら
に
軍
事
︑
宗
教
と
い
う
行
政
面
か
ら
の
視
点
を
加
え
て
多
く
の
機
能
を
内
包
す

る
︑
日
本
独
自
の
総
合
博
物
館
で
あ
っ
た
︒
様
々
な
情
報
を
参
考
に
し
て
当
時
の
日
本
に
と
っ
て
必
要
な
機
能
を
も
つ
総
合
的
な
博
物
館
と
し

て
構
想
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
大
久
保
案
は
︑
一
部
の
専
門
性
に
偏
ら
な
い
が
ゆ
え
に
多
く
の
可
能
性
を
秘
め
た
博
物
館
を
提
唱
し
て
い
た
︒

　
﹁
博
物
館
之
儀
ニ
付
伺
﹂
裁
可
後
︑
更
に
大
久
保
は
太
政
大
臣
に
次
の
よ
う
な
上
申
を
一
八
七
六
（
明
治
九
（
年
二
月
一
〇
日
に
行
っ
た
︒

　
　
　

博
物
館
名
稱
之
儀
ニ
付
伺

先
般
博
物
館
ヲ
被
置
候
處
︑
本
館
之
外
文
部
省
東
京
博
物
館
ヲ
始
メ
府
縣
等
ニ
於
テ
モ
博
物
館
ト
唱
ヘ
候
場
所
取
設
ケ
有
之
︒
尤
本
館
之

儀
ハ
中
外
物
品
採
集
ヲ
始
ト
シ
テ
︑
兼
テ
進
呈
イ
タ
シ
置
候
分
類
表
面
ノ
如
ク
︑
百
事
整
頓
之
目
的
相
立
︑
衆
庶
ノ
智
識
工
藝
ヲ
開
明
進

歩
セ
シ
ム
ル
為
メ
館
内
列
品
來
觀
ヲ
許
シ
︑
又
淺
草
文
庫
ヲ
設
立
諸
典
籍
ヲ
蒐
集
イ
タ
シ
︑
公
私
ノ
借
覽
差
免　

皇
國
内
ノ
主
館
タ
ル
事

ハ
不
俟
論
儀
ニ
テ
︑
既
ニ
自
今
上
野
山
内
ニ
本
館
設
立
ノ
為
メ
道
路
修
繕
ノ
着
手
ニ
モ
可
及
手
順
ニ
有
之
︑
前
件
ノ
如
ク
類
似
之
名
稱
有

之
候
テ
ハ
彼
是
相
混
シ
不
都
合
ニ
付
︑
當
館
ヲ
除
ク
之
外
ハ
地
名
或
ハ
他
ノ
文
字
ヲ
頭
ニ
加
ヘ
︑
何
々
博
物
館
ト
相
稱
シ
︑
本
館
ニ
限
リ
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【表１】大久保利通上申による分類
部 類　区 名　　　称

第１区 動物学　動物ノ列品　　　　附属動物園へ
第１部 第２区 植物学　植物ノ列品　　　　附属植物園へ
天産部 第３区 鉱物学　鉱物ノ列品

第４区 地質学　地質学上ノ列品
第１類 農業上ノ植物

第２部 第２類 農業上ノ動物
農業樹林之部 第３類 樹林ノ所産物

第４類 器具
第１類 動植鉱ヨリ得ル所ノ元品
第２類 製錬及ヒ化学工芸

第３部 第３類 器具器械上工芸ノ産物
工芸ノ部 第４類 器具器械

第５類 建築土木
第６類 工芸土木学上ノ器械
第１区 書画

第４部 第２区 彫刻
芸術部 第３区 音楽

第４区 詩歌                          

第１区 和漢古今海外諸州礼楽刑政古書旧記　　　
第２区 地図雛形画図肖像画詞及ヒ日誌公文ノ類　
第３区 金玉

第５部 第４区 瓦陶
史伝部 第５区 綾羅　金繍

第６区 服飾布帛
第７区 祭器家什及ヒ礼式等ニ関スル器具
第８区 橋梁船舶ノ雛型
第１区 児童園ニ用ル教授ノ具

第６部 第２区 小学校ニ用ル教授ノ具並之ニ属スル列品
教育部 第３区 中学校ニ用ル教授ノ具並之ニ属スル列品

第４区 下等工芸学校技術学校等同上
第５区 織物師等ノ如キ一種工芸ノ学校及ヒ女子工芸ノ学校

第７部 第１区 神道教科書類並法教ニ関スル現今所用ノ諸器物
法教部 第２区 仏教並教科書及ヒ法教ニ関スル現今所用ノ器物

第８部
陸海軍部

第１区 陸軍武器壮兵及ヒ病兵ヲ看待スルコト等ニ係ル品等
築城及ヒ防御ニ関スル品

第２区 海軍武器軍艦ノ雛形武器製造所ノ雛形或ハ絵図等

※ 『公文録』明治八年九月、内務省伺二「博物館体裁ノ儀上申」（国立公文書館所蔵、公 01527100）
より作成 
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單
ニ
博
物
館
ト
相
稱
シ
︑
皇
國
内
ノ
主
館
タ
ル
事
判
然
相
分
リ
候
様
︑
一
般
ニ
御
達
相
成
度
因
テ
右
御
案
取
調
此
段
相
伺
候
也

　
　
　
　

明
治
九
年
二
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
務
卿
大
久
保
利
通

　
　
　

太
政
大
臣
三
條
實
美
殿
（
（2
（

（
句
読
点
筆
者
挿
入
（

　
﹁
百
事
整
頓
之
目
的
﹂
を
も
っ
て
︑
国
民
の
﹁
來
觀
ヲ
許
シ
﹂
て
き
た
内
務
省
博
物
館
が
﹁
皇
國
内
ノ
主
館
﹂
で
あ
る
か
ら
︑
他
の
博
物
館

に
は
﹁
○
○
博
物
館
﹂
と
い
う
よ
う
に
名
称
を
改
め
︑
区
別
す
る
こ
と
を
願
い
出
て
い
る
︒
こ
の
伺
い
は
二
月
二
四
日
に
聞
き
届
け
ら
れ
︑
単

に
﹁
博
物
館
﹂
と
名
乗
れ
る
博
物
館
は
内
務
省
博
物
館
の
み
に
な
っ
た
︒
国
家
を
代
表
す
る
博
物
館
と
し
て
の
立
場
の
確
立
と
伺
い
の
中
に
見

ら
れ
る
上
野
の
博
物
館
建
設
計
画
進
行
は
︑﹁
博
物
館
之
儀
ニ
付
伺
﹂
の
博
物
館
構
想
が
構
想
か
ら
現
実
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い

る
︒

　

し
か
し
︑
一
八
七
八
（
明
治
一
一
（
年
五
月
に
大
久
保
が
暗
殺
さ
れ
て
以
降
︑
内
務
省
に
お
け
る
博
物
館
事
業
は
停
滞
す
る
（
（2
（

︒
そ
し
て
博
物

局
は
建
設
中
の
博
物
館
の
完
成
を
待
た
ず
に
一
八
八
一
（
明
治
一
四
（
年
四
月
に
農
商
務
省
へ
移
管
と
な
る
（
（3
（

た
め
︑
大
久
保
の
死
後
︑
博
物
館

事
務
が
内
務
省
の
管
轄
で
あ
っ
た
の
は
三
年
ほ
ど
で
あ
っ
た
︒
上
野
の
博
物
館
本
館
は
当
初
一
八
七
九
（
明
治
一
二
（
年
六
月
完
成
予
定
と
さ

れ
て
い
た
（
（3
（

が
資
金
難
な
ど
か
ら
実
際
に
完
成
し
た
の
は
一
八
八
一
（
明
治
一
四
（
年
一
月
で
あ
っ
た
（
（3
（

︒

（
三
）　

農
商
務
省
に
お
け
る
博
物
館

　

内
務
省
に
お
い
て
体
制
が
整
え
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
博
物
局
は
一
八
八
一
（
明
治
一
四
（
年
四
月
︑
農
商
務
省
の
創
設
に
伴
い
同
省
へ
移
管
と

な
っ
た
︒
農
商
務
省
が
設
置
さ
れ
た
背
景
に
は
︑
明
治
初
頭
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
殖
産
興
業
政
策
が
あ
る
︒
上
山
和
雄
氏
は
︑
明
治
一
〇
年
代

前
半
に
お
け
る
政
府
の
国
内
統
治
の
課
題
の
一
つ
に
︑﹁
対
外
的
課
題
と
密
接
に
関
連
し
て
︑
軍
事
的
・
経
済
的
﹁
万
国
対
峙
﹂
達
成
の
た
め

に
︑
急
速
に
経
済
的
国
力
を
養
成
す
る
こ
と
﹂
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（
33
（

︒
こ
の
課
題
を
達
成
す
べ
く
行
わ
れ
た
政
策
が
殖
産
興
業
政
策
で
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あ
っ
た
が
︑
当
時
政
府
は
財
政
難
対
策
の
た
め
︑﹁
経
費
ノ
節
減
﹂
と
﹁
百
般
ノ
政
務
ヲ
一
層
改
良
﹂
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
︑
三
省
に

分
か
れ
て
行
っ
て
い
た
殖
産
興
業
政
策
の
一
本
化
が
図
ら
れ
た
︒
農
商
務
省
の
設
置
は
殖
産
興
業
政
策
の
転
換
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
︒
上
山

氏
は
こ
の
勧
業
政
策
を
転
換
前
の
﹁
直
接
的
勧
業
（
（3
（

﹂
と
転
換
後
の
﹁
間
接
的
勧
業
（
（3
（

﹂
の
二
つ
の
系
列
と
し
て
分
析
し
て
い
る
︒
前
者
は
政
府
・

府
県
が
官
営
諸
場
を
設
置
し
て
事
業
に
従
事
し
た
り
︑
民
間
に
直
接
資
金
を
貸
与
し
た
り
す
る
こ
と
︑
後
者
は
民
間
の
企
業
心
を
刺
激
し
て
物

産
を
改
良
さ
せ
事
業
を
興
起
さ
せ
た
り
︑
伝
習
場
・
試
験
場
な
ど
に
教
師
や
指
導
員
を
派
遣
し
た
り
︑
法
令
・
規
則
に
よ
っ
て
経
済
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
等
を
指
す
（
（3
（

︒
こ
の
間
接
的
勧
業
を
促
進
す
る
こ
と
が
新
し
く
創
設
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
農
商
務
省
に
求
め
ら
れ
て
い
た
政
策
で

あ
っ
た
︒

　

こ
う
し
て
一
八
八
一
（
明
治
一
四
（
年
四
月
︑
農
商
務
省
が
設
置
さ
れ
（
（3
（

︑
書
記
局
︑
農
務
局
︑
商
務
局
︑
工
務
局
︑
山
林
局
︑
駅
逓
局
︑
博

物
局
︑
会
計
局
︑
農
商
工
上
等
会
議
が
置
か
れ
た
︒
農
商
務
卿
の
職
制
に
は
博
物
館
に
関
す
る
記
述
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒

第
一 　

農
業
︑
商
業
︑
工
作
︑
技
術
︑
漁
猟
︑
商
船
︑
海
員
︑
発
明
︑
商
標
︑
度
量
衡
︑
開
墾
︑
牧
畜
︑
動
植
物
の
育
種
︑
獣
医
︑
会
社

（
銀
行
会
社
ヲ
除
ク
（︑
山
林
︑
駅
逓
ニ
関
ス
ル
法
令
ノ
施
行

第
二 　

官
設
ノ
農
商
工
ノ
諸
学
校
（
工
部
省
所
管
ノ
工
部
学
校
ヲ
除
ク
（
農
工
業
模
範
ノ
建
造
物
及
ヒ
博
物
館
（
従
前
内
務
省
所
管
ノ
分

ニ
限
ル
（
ヲ
管
理
シ
民
立
農
商
工
ノ
諸
学
校
ヲ
監
督
ス

第
三 　

商
法
会
議
所
及
農
工
業
ニ
関
ス
ル
議
会
︑
米
商
会
社
︑
株
式
取
引
所
ヲ
管
轄
ス

第
四 　

博
覧
会
︑
競
進
会
︑
博
物
ノ
保
存
︑
農
商
業
工
作
技
術
ノ
改
良
︑
妨
害
︑
其
器
具
ノ
改
良
︑
試
験
︑
地
質
調
査
ノ
結
果
等
ニ
因
リ

農
商
工
ノ
改
進
勧
励
ニ
関
ス
ル
事
務
ヲ
管
理
ス（（3
（

 

（
後
略
︑
傍
線
筆
者
挿
入
（
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こ
の
よ
う
に
農
商
務
省
に
お
い
て
勧
業
の
一
翼
を
担
う
べ
く
配
置
さ
れ
た
博
物
館
で
あ
っ
た
が
︑
農
商
務
省
の
設
置
案
が
出
る
以
前
に
参
議

大
隈
重
信
が
提
出
し
た
建
議
に
は
違
っ
た
役
割
を
期
待
す
る
よ
う
な
所
管
替
え
の
案
が
出
さ
れ
て
い
る
︒

　
　
　
　
　
　

経
済
政
策
ノ
變
更
ニ
就
テ

當
春
太
政
官
中
従
前
ノ
部
局
ヲ
廃
シ
更
ニ
六
部
ヲ
置
カ
レ
大
ニ
施
政
監
査
ノ
方
ヲ
改
ム
随
テ
各
省
使
院
事
務
ノ
章
程
就
中
理
財
ニ
関
ス
ル

事
項
ニ
付
キ
施
政
ノ
主
義
管
理
ノ
方
向
ヲ
更
改
釐
定
ス
ル
事
緊
要
ナ
リ
是
ニ
因
テ
差
當
リ
左
ニ
第
一
ヨ
リ
第
四
ニ
至
ル
三
議
一
件
ニ
付
卑

見
ヲ
具
陳
シ
其
官
司
ニ
向
テ
命
令
訓
諭
ヲ
下
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
其
御
達
案
ヲ
起
草
シ
謹
テ
仰
高
裁
候
也

　
　
　
　

第
一　

勧
誘
ノ
為
メ
設
置
シ
タ
ル
工
場
拂
下
ケ
ノ
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
略
（

　
　
　
　

第
二　

諸
學
校
ヲ
文
部
ニ
統
轄
シ
普
通
小
學
ノ
補
助
金
ヲ
廢
ス
ル
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
略
（

　
　
　
　

第
三　

御
領
ヲ
定
ム
ル
ノ
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
略
（

　
　
　
　

第
四　

各
省
中
局
課
ノ
分
合
所
屬
改
替
ノ
件

各
省
ノ
章
程
改
定
ノ
際
ニ
當
リ
局
課
ノ
分
合
所
屬
ヲ
改
替
セ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
即
チ
左
ニ
列
記
シ
テ
裁
ヲ
仰
ク
幸
ニ
聴
許
ヲ
蒙
ラ
ハ

其
公
達
案
ノ
如
キ
ハ
追
テ
起
草
上
申
ス
ヘ
シ

　
　

一　

内
務
省
中
ノ
土
木
局
ヲ
工
部
省
ノ
所
轄
ニ
付
ス

　
　

二　

内
務
省
山
林
局
所
轄
ノ
官
有
山
林
ノ
著
大
ナ
ル
ヲ
撰
ン
テ
御
領
ト
シ
其
管
理
ハ
宮
内
省
ニ
歸
シ
宮
内
省
中
御
領
管
理
局
ヲ
置
ク
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三　

内
務
省
中
ノ
山
林
局
ヲ
地
理
局
ニ
併
ス

　
　

四　

内
務
省
驛
遞
局
ノ
管
船
課
ヲ
大
蔵
省
ノ
所
轄
ニ
付
シ
商
務
局
中
ニ
置
ク

　
　

五　

内
務
省
中
ノ
博
物
局
ヲ
宮
内
省
ノ
所
轄
ニ
付
ス

　
　

六　

工
部
省
中
ノ
電
信
局
ヲ
内
務
省
ノ
所
轄
ニ
付
ス

　
　

七　

内
務
省
所
轄
官
有
財
産
管
理
ノ
事
務
ヲ
大
蔵
省
ノ
所
管
ニ
付
シ
大
蔵
省
中
新
ニ
官
有
財
産
管
理
局
ヲ
置
ク

　
　
　
　
　

明
治
十
三
年
五
月

 

参
議
大
隈
重
信
（
（3
（
　
　
　

 

（
傍
線
筆
者
挿
入
（　

　

こ
の
建
議
に
お
い
て
大
隈
は
︑
組
織
改
変
に
あ
た
っ
て
︑
勧
業
・
教
育
・
御
領
に
つ
い
て
の
意
見
を
ま
と
め
︑
局
課
の
所
属
の
変
更
を
望
む

も
の
を
列
挙
し
て
い
る
︒
そ
の
中
に
内
務
省
の
博
物
局
を
宮
内
省
に
移
管
す
る
案
が
出
て
い
る
︒
後
に
実
際
に
宮
内
省
の
所
管
と
な
る
こ
と
か

ら
︑
直
接
の
着
想
は
大
隈
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
こ
の
頃
か
ら
博
物
館
の
新
た
な
役
割
を
見
出
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒
先
に
紹

介
し
た
一
八
七
六
（
明
治
九
（
年
二
月
一
〇
日
の
﹁
博
物
館
名
稱
之
儀
ニ
付
伺
﹂
に
お
い
て
﹁
皇
國
の
主
館
﹂
と
し
て
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
そ

の
よ
う
な
方
向
へ
の
転
換
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
︒

　

そ
し
て
博
物
館
を
所
管
す
る
こ
と
と
な
っ
た
農
商
務
省
は
﹁
農
商
務
省
職
制
並
事
務
章
程
﹂
に
お
い
て
︑
博
物
局
の
事
務
を
次
の
よ
う
に
設

定
し
て
い
る
︒

博
物
局
ハ
古
器
物
ノ
保
存
美
術
ノ
勧
奨
ニ
関
ス
ル
事
務
ヲ
調
理
シ
博
物
館
ヲ
管
守
ス（（4
（
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こ
こ
で
の
﹁
美
術
﹂
は
大
久
保
の
分
類
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
芸
術
の
こ
と
な
の
か
︑
産
業
に
用
い
る
よ
う
な
応
用
美
術
を
主
眼
に
置
い
て
い

る
の
か
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
︑
農
商
務
省
の
博
物
局
で
あ
る
こ
と
を
加
味
す
る
と
美
術
産
業
の
た
め
の
美
術
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
︒

　

内
務
省
に
所
属
し
て
い
た
頃
の
博
物
局
の
事
務
章
程
で
は
﹁
天
造
人
工
ノ
諸
物
品
ヲ
網
羅
蒐
集
之
ヲ
陳
列
シ
テ
縦
観
セ
シ
メ
古
今
ノ
沿
革
ヲ

徴
考
シ
将
来
ヲ
勧
奨
ス
ヘ
キ
一
切
ノ
事
ヲ
調
理
ス
（
（4
（

﹂
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
管
掌
範
囲
が
限
定
的
に
な
っ
た
印
象
を
受
け
る
︒
こ
の
事
務
章
程

が
達
せ
ら
れ
た
後
︑
明
治
一
四
年
五
月
二
三
日
に
博
物
局
は
次
の
よ
う
な
伺
い
を
出
し
て
い
る
︒

今
般
博
物
局
本
省
ヘ
被
付
太
政
官
第
二
ト
五
号
公
達
シ
以
テ
本
省
職
制
并
事
務
章
程
被
定
右
公
達
ヲ
并
読
ス
ル
ニ
職
制
第
二
ニ
博
物
館

（
従
前
内
務
省
所
管
ノ
分
ニ
限
ル
（
ヲ
管
理
シ
云
々
又
章
程
第
七
條
ニ
博
物
局
ハ
古
器
物
ノ
保
存
美
術
ノ
勧
奨
ニ
関
ス
ル
事
務
ヲ
調
理
シ

博
物
館
ヲ
管
守
ス
ト

有
之
右
職
制
第
二
ニ
拠
ル
ト
キ
ハ
従
前
内
務
省
所
管
ノ
博
物
館
ヲ
其
侭
所
管
替
ニ
相
成
候
儀
ト
被
存
章
程
第
七
條
ノ
古
器
物
ノ
保
存
美
術

ノ
勧
奨
云
々
ハ
局
務
ノ
大
体
ヲ
被
示
候
儀
ニ
シ
テ
博
物
館
ノ
組
織
ニ
ハ
不
関
儀
ト
存
候
間
其
組
織
ニ
至
テ
ハ
則
従
前
ノ
通
リ
天
産
農
業
工

芸
芸
術
史
伝
軍
事
教
育
ノ
部
門
ヲ
設
ケ
別
紙
分
類
表
ノ
通
物
品
蒐
集
仕
度
依
テ
右
分
類
表
相
添
此
段
相
伺
候
也
（
（4
（

（
傍
線
筆
者
挿
入
（

　

博
物
局
は
﹁
古
器
物
ノ
保
存
美
術
ノ
勧
奨
ニ
関
ス
ル
事
務
ヲ
調
理
﹂
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
︑
博
物
館
に
つ
い
て
は
今
ま
で
通
り
の
部

門
に
分
け
て
蒐
集
を
し
た
い
と
い
う
伺
い
で
あ
る
︒
こ
れ
に
対
し
て
太
政
官
は
博
物
館
に
対
し
︑﹁
伺
ノ
通
﹂
と
回
答
す
る
︒
内
務
部
の
議
案

に
は
﹁
事
務
章
程
第
七
条
ハ
局
務
ノ
大
体
ヲ
示
シ
タ
ル
儀
ニ
付
博
物
館
ノ
組
織
ハ
従
前
ノ
通
為
心
得
可
然
儀
﹂
と
記
さ
れ
て
お
り
︑
博
物
局
と

博
物
館
の
役
割
の
分
離
が
生
じ
て
き
て
い
る
よ
う
に
読
み
と
れ
る
︒
そ
し
て
博
物
局
の
﹁
大
体
ノ
事
務
﹂
が
﹁
古
器
物
ノ
保
存
美
術
ノ
勧
奨
ニ

関
ス
ル
事
務
﹂
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
そ
の
管
理
下
に
あ
る
博
物
館
も
古
器
物
保
護
や
美
術
勧
奨
に
関
す
る
収
蔵
品
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
で
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き
る
︒
し
か
し
収
蔵
品
収
集
の
状
況
を
見
る
と
博
物
局
の
管
掌
事
務
の
変
化
に
沿
う
こ
と
は
な
く
︑
博
物
館
は
農
商
務
省
移
管
以
後
も
変
わ
ら

な
い
︒
し
か
し
︑
政
府
と
し
て
は
こ
の
と
き
か
ら
博
物
館
の
使
命
を
﹁
古
器
物
ノ
保
存
美
術
ノ
勧
奨
﹂
に
変
え
よ
う
と
試
み
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
も
思
わ
れ
る
出
来
事
が
お
き
て
い
く
︒
次
に
引
用
す
る
の
は
一
八
八
四
（
明
治
一
七
（
年
八
月
二
七
日
に
設
置
さ
れ
た
宮
内
省

図
書
寮
の
事
務
章
程
で
あ
る
︒

図
書
寮
ハ
御
系
譜
并
ニ
帝
室
一
切
ノ
記
録
ヲ
編
輯
シ
内
外
ノ
書
籍
古
器
物
書
画
ノ
保
存
及
ヒ
美
術
ニ
関
ス
ル
事
等
ヲ
掌
ル
所
ト
ス

　

こ
こ
に
あ
る
﹁
書
籍
古
器
物
書
画
ノ
保
存
﹂
は
博
物
局
の
事
務
章
程
に
も
﹁
古
器
物
ノ
保
存
﹂
と
あ
り
︑
重
な
る
事
務
で
あ
る
︒
こ
の
頃
は

明
治
一
八
年
に
創
設
さ
れ
る
内
閣
制
度
に
関
連
し
て
皇
室
財
産
の
確
立
が
課
題
に
な
っ
た
時
期
で
︑
図
書
寮
は
皇
室
の
財
産
の
う
ち
﹁
書
籍
古

器
物
書
画
﹂
を
管
理
す
る
部
署
と
し
て
創
設
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
そ
し
て
一
八
八
六
（
明
治
一
九
（
年
三
月
二
四
日
︑
博
物
館
は
宮
内
省

に
移
管
さ
れ
た
︒
明
治
一
三
年
に
大
隈
が
建
議
し
た
宮
内
省
へ
の
博
物
館
移
管
は
博
物
局
の
事
務
章
程
変
更
と
宮
内
省
内
へ
の
図
書
寮
設
置
を

経
て
博
物
局
・
宮
内
省
に
共
通
す
る
所
管
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
で
︑
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
︒

　

博
物
館
と
宮
内
省
と
の
関
わ
り
は
正
倉
院
宝
物
を
中
心
と
し
た
御
物
管
理
の
歴
史
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒
高
木
博
志
氏
は
﹃
東
京
国
立

博
物
館
百
年
史
・
本
編
﹄
の
記
述
を
も
と
に
﹁
一
八
八
六
年
（
明
治
一
九
（
三
月
の
博
物
館
移
管
の
原
因
が
︑
正
倉
院
御
物
管
理
を
宮
内
省
へ

移
管
す
る
こ
と
に
あ
り
︑
と
き
の
宮
内
大
臣
伊
藤
の
発
案
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
﹂
と
述
べ
︑
正
倉
院
宝
庫
の
移
管
が
博
物
館
移
管
の
原
因
で

あ
っ
た
と
し
て
い
る
（
（4
（

︒

（
四
）　

博
物
館
を
取
り
巻
く
美
術
政
策

　

博
物
館
が
一
八
八
六
（
明
治
一
九
（
年
に
宮
内
省
の
所
管
と
な
り
︑
博
物
局
が
な
く
な
る
と
き
の
組
織
改
変
で
農
商
務
省
に
は
新
た
に
博
覧
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会
掛
が
設
置
さ
れ
る
︒
内
外
の
博
覧
会
に
つ
い
て
管
掌
す
る
博
覧
会
掛
は
国
内
の
産
業
勧
奨
に
つ
い
て
も
管
掌
し
た
︒
農
商
務
省
博
物
局
の
事

務
︑﹁
古
器
物
ノ
保
存
美
術
ノ
勧
奨
﹂
の
内
︑
産
業
に
直
接
関
わ
る
部
分
は
農
商
務
省
博
覧
会
掛
が
引
き
受
け
︑
博
物
館
は
古
器
物
の
保
存
の

業
務
を
負
っ
て
宮
内
省
へ
移
籍
す
る
か
た
ち
で
分
か
れ
て
い
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

明
治
一
〇
年
代
か
ら
︑
博
物
館
が
そ
の
変
遷
の
中
で
関
わ
っ
て
き
た
︑
あ
る
い
は
関
わ
る
こ
と
に
な
る
組
織
に
お
い
て
﹁
美
術
﹂
や
﹁
古
器

物
﹂
と
い
う
言
葉
が
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
︒
農
商
務
省
博
物
局
の
事
務
︑
宮
内
省
図
書
寮
の
事
務
は
先
に
見
て
き
た
通
り
で
あ
る
し
︑

文
部
省
に
お
い
て
も
お
雇
い
外
国
人
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
や
岡
倉
天
心
を
中
心
に
明
治
一
七
年
に
宝
物
調
査
が
行
わ
れ
︑
フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
よ
っ
て

﹁
日
本
美
術
行
政
に
関
す
る
提
言
（
仮
題
（﹂
と
題
し
て
︑﹁
美
術
（
デ
ザ
イ
ン
（
教
育
︑
美
術
展
覧
会
︑
美
術
館
事
業
の
管
理
と
い
う
三
つ
の

機
能
を
も
つ
文
部
省
美
術
局
の
設
置
﹂
を
提
案
す
る
意
見
書
（
（4
（

が
作
成
さ
れ
て
い
る
︒
村
形
明
子
氏
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
遺
し
た
資
料
を
中
心
に

フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
美
術
局
の
構
想
を
も
ち
︑
そ
の
中
の
一
組
織
と
し
て
美
術
博
物
館
に
つ
い
て
の
明
確
な
計
画
を
持
っ
て
い
た
こ
と
︑
そ
の
計
画

を
宮
内
省
図
書
頭
と
な
っ
た
九
鬼
隆
一
が
帝
国
博
物
館
と
し
て
実
現
さ
せ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
（4
（

︒

　

ま
た
︑
新
古
の
物
品
を
考
究
し
︑
美
術
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
に
一
八
七
九
（
明
治
一
二
（
年
に
龍
池
会
が
組
織
さ
れ
︑
観
古
美
術
会
を
通

し
て
博
物
館
と
連
携
し
な
が
ら
古
器
物
に
学
び
︑
産
業
に
生
か
す
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
（
（4
（

︒
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
（
年
一
二
月
︑
龍
池
会
は

納
会
と
な
り
翌
年
か
ら
日
本
美
術
協
会
と
し
て
活
動
を
開
始
す
る
︒
美
術
現
業
者
の
会
費
を
低
減
し
現
業
者
の
入
会
拡
大
を
図
る
︑
美
術
展
覧

会
（
観
古
美
術
会
の
後
身
（
に
お
い
て
新
し
い
作
品
の
展
示
と
評
価
を
行
う
な
ど
︑﹁
考
古
﹂
か
ら
﹁
利
今
﹂
へ
︑
重
点
を
変
化
さ
せ
て
い
っ

た
︒
こ
の
︑
当
世
の
芸
術
を
具
体
的
に
振
興
す
る
活
動
は
︑
一
八
八
八
（
明
治
二
一
（
年
に
宮
内
省
に
帝
室
技
芸
員
制
度
の
前
身
で
あ
る
宮
内

省
工
芸
員
の
導
入
に
つ
な
が
り
（
（4
（

︑
新
美
術
の
保
護
政
策
と
連
動
す
る
も
の
で
あ
っ
た
︒
龍
池
会
は
産
業
界
︑
皇
室
︑
博
物
館
︑
芸
術
家
を
美
術

で
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
い
え
る
︒

　
﹁
美
術
﹂
と
い
う
言
葉
は
前
述
の
一
八
七
三
（
明
治
六
（
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
の
際
に
書
画
︑
彫
刻
︑
音
楽
︑
詩
歌
と
定
義
さ
れ
た

が
︑
そ
の
後
内
国
勧
業
博
覧
会
を
経
て
視
覚
芸
術
へ
限
定
さ
れ
︑
定
着
し
た
（
（4
（

︒
北
澤
憲
昭
氏
は
日
本
に
お
け
る
﹁
美
術
﹂
は
伝
統
的
で
も
慣
習
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的
で
も
な
く
︑
西
洋
か
ら
移
植
さ
れ
た
制
度
の
一
つ
で
あ
る
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
︒

そ
の
よ
う
な
美
術
が
慣
習
化
さ
れ
︑﹁
強
力
な
制
度
﹂
と
し
て
確
立
さ
れ
る
た
め
に
は
日
本
文
化
に
そ
れ
を
︑
し
か
と
位
置
づ
け
る
た
め

の
手
続
き
が
必
要
で
あ
っ
た
︒﹁
美
術
﹂
が
美
術
に
な
っ
て
い
く
最
初
の
過
程
に
お
い
て
国
粋
主
義
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う

の
は
︑
こ
う
い
う
事
態
を
さ
す
の
で
あ
る
（
（4
（

︒

　

更
に
北
澤
氏
は
大
日
本
帝
国
憲
法
の
理
念
に
よ
り
美
術
が
皇
室
と
と
も
に
近
代
日
本
国
家
の
精
神
的
﹁
機
軸
﹂
と
し
て
日
本
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
と
重
ね
合
わ
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
し
て
︑
帝
国
博
物
館
設
置
を
含
む
︑
美
術
を
め
ぐ
る
当
時
の
制
度
整
備
の
状
況
を
紹
介
し
て

い
る
（
（5
（

︒
美
術
政
策
が
展
開
し
︑
皇
室
と
博
物
館
が
接
近
す
る
中
で
博
物
館
は
美
術
政
策
へ
と
所
管
の
主
眼
を
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
︒

第
二
章　

臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の
活
動

（
一
）
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の
設
置

　

第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
な
変
遷
を
経
て
︑
明
治
一
〇
年
代
後
半
か
ら
再
び
文
化
財
保
護
の
機
運
が
高
ま
る
中
︑
一
八
八
一
（
明
治
二
一
（
年

九
月
二
七
日
︑
宮
内
省
に
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
が
発
足
し
た
（
（5
（

︒
設
置
さ
れ
た
当
時
の
人
員
は
︑
委
員
長
に
宮
内
省
図
書
頭
九
鬼
隆
一
︑
委
員

に
文
部
次
官
辻
新
次
︑
元
老
院
議
官
田
中
芳
男
︑
内
閣
書
記
官
長
小
収
昌
業
︑
文
部
省
専
門
学
務
局
長
浜
尾
新
︑
古
松
宮
別
当
桜
井
能
監
︑
取

調
掛
に
元
宮
内
省
四
等
出
仕
川
田
剛
︑
図
書
寮
附
属
博
物
館
長
山
高
信
離
︑
内
務
省
写
字
局
次
長
寺
島
秋
介
︑
東
京
美
術
学
校
幹
事
岡
倉
覚
三

が
任
命
さ
れ
た
（
（5
（

︒
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の
事
業
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
人
物
を
︻
表
二
︼
に
示
す
︒

　

す
で
に
九
鬼
隆
一
は
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の
発
足
に
先
駆
け
て
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
（
年
四
月
か
ら
近
畿
地
方
（
京
都
・
大
阪
・
奈
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【表２】臨時全国宝物取調局の事業に関わった人員
役　　　職 氏　　名 在　　任 肩書（在任当時）

委員長 九鬼　隆一 明治 21～ 30 帝国博物館総長
委員 辻　新次 明治 21～ 26 文部次官
委員 田中　芳男 明治 21～ 26 元老院議官
委員 小収　昌業 明治 21～ 22 内閣書記官長
委員 濱尾　新 明治 21～ 30 文部省専門学務局長
委員→取調掛 櫻井　能監 明治 21～ 30 小松宮別当
掛（取調掛）→委員→（鑑査委員） 重野　安繹 明治 21～ 33 元老院議官
委員 川田　剛 明治 22～ 28 諸陵寮頭
委員 丸山　作樂 明治 23～ 30 非職元元老院議官
委員→（鑑査委員） 高嶺　秀夫 明治 29～ 33 帝国博物館理事
掛（取調掛）→（鑑査委員） 山髙　信離 明治 21～ 33 博物館長→帝国博物館理事
掛（取調掛） 國重　正文 明治 22～ 26 内務社寺局長
掛（取調掛） 寺島　秋介 明治 21～ 22 内務社寺局次長
掛（取調掛）→（鑑査委員） 岡倉　覚三 明治 21～ 33 東京美術学校校長→同教授
掛（取調掛）→（鑑査委員） 黒川　眞頼 明治 22～ 33 帝国博物館学芸委員
掛（取調掛） 久保田　鼎 明治 25～ 29 帝国博物館主事
書記（書記鑑査掛） 靑山　盁斅 明治 21～ 22 図書属
書記（書記鑑査掛）→掛（取調掛）→（臨時鑑査掛） 山縣　篤蔵 明治 21～ 33 図書属→図書助事務補助→図書助

心得
書記（書記鑑査掛）→（臨時鑑査掛） 稲生　眞履 明治 21～ 33 図書属
書記（書記鑑査掛） 井上　頼國 明治 22～ 30 図書属
書記（書記鑑査掛） 朝日　升 明治 22～ 24 帝国博物館書記
書記（書記鑑査掛） 多田　親愛 明治 23～ 24 帝国博物館書記
書記（書記鑑査掛）→（臨時鑑査掛） 小杉　榲邨 明治 24～ 33 帝国博物館技手
書記（書記鑑査掛） 小中村　義象 明治 22 図書属
書記（書記鑑査掛） 堀　　博 明治 22～ 25 図書属
書記（書記鑑査掛） 川崎　千虎 明治 22～ 27 帝国博物館書記
専務→書記（書記鑑査掛）→（臨時鑑査掛） 太田　謹 明治 22～ 28 宮内属
兼勤 坂井　義三郎 明治 26～ 28 帝国博物館技手
兼勤 南摩　綱夫 明治 29 帝国博物館技手

（鑑査委員） 三井　八郎次郎
（鑑査委員） 平山　成信
（鑑査委員） 谷森　真男
（鑑査委員） 三宅　米吉
（臨時鑑査掛） 今村　長賀
（臨時鑑査掛） 橋本　雅邦
（臨時鑑査掛） 川端　玉章
（臨時鑑査掛） 高村　光雲
（臨時鑑査掛） 福地　復一
（臨時鑑査掛） 泉　雄作
（臨時鑑査掛） 竹中　公鍳
（臨時鑑査掛） 前田　健次郎
（臨時鑑査掛） 山名　貫義
（臨時鑑査掛） 中井　敬所
（臨時鑑査掛） 安村　喜當
（臨時鑑査掛） 溝口　禎二郎
（臨時鑑査掛） 片野　四郎
（臨時鑑査掛） 大村　西崖
（臨時鑑査掛） 紀　淑雄
（臨時鑑査掛） 関　保之助
（臨時鑑査掛） 黒川　真道
（臨時鑑査掛） 齋藤　謙
（鑑査書記） 藤谷　榮尾
（鑑査書記） 山名　繁太郎
（鑑査書記） 松浦　久兵衛
（鑑査書記） 古筆　了任
（鑑査書記） 瀧川　惟善
※ 『公文類聚』（国立公文書館所蔵、類 00337100）、彦根正三・内山正如編『改正官員録』（博公書院・博文館、国立国会図書
館所蔵、近代デジタルコレクション参照）、『機密書類』（東京国立博物館所蔵、館史資料 166）をもとに作成
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良
・
滋
賀
・
和
歌
山
（
の
宝
物
調
査
に
赴
い
て
い
る
︒
局
員
の
所
属
を
見
る
と
宮
内
省
・
文
部
省
・
内
務
省
の
職
員
で
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
︒
宮
内
省
は
第
一
章
で
変
遷
を
追
っ
た
博
物
館
を
所
管
し
て
お
り
︑
文
部
省
は
美
術
局
の
構
想
を
持
つ
フ
ェ
ノ
ロ
サ
・
岡
倉
が
長
く

活
動
し
て
き
た
省
で
あ
る
︒
そ
し
て
内
務
省
は
社
寺
の
保
存
を
所
管
す
る
省
で
あ
る
︒
三
省
は
﹁
宝
物
﹂
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
職
掌
の
視
点

か
ら
調
査
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
︒

　

こ
の
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の
設
置
背
景
に
つ
い
て
﹃
東
京
国
立
博
物
館
百
年
史
﹄
で
は
九
鬼
隆
一
の
提
唱
で
あ
る
（
（5
（

﹂
こ
と
が
推
測
さ
れ
て

い
る
︒
ま
た
︑
第
一
章
で
も
触
れ
た
が
村
形
明
子
氏
は
当
時
文
部
省
・
宮
内
省
に
出
仕
し
て
い
た
お
雇
い
外
国
人
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
資
料
か
ら

フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
美
術
行
政
に
関
す
る
意
見
︑
フ
ェ
ノ
ロ
サ
自
身
に
よ
る
私
的
な
宝
物
調
査
の
実
施
︑
美
術
博
物
館
構
想
を
紹
介
し
︑
九
鬼
の
提

出
し
た
帝
国
博
物
館
構
想
（
（5
（

が
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
構
想
と
共
通
点
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
︒
そ
し
て
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
提
唱
す
る
美
術
行
政
に

と
っ
て
︑
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
に
よ
る
宝
物
調
査
は
計
画
を
推
進
す
る
た
め
の
決
定
的
動
き
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（
（5
（

︒
当
時
の
博
物
館
を

中
心
と
し
た
文
化
行
政
の
動
向
を
考
察
し
た
著
述
︑
野
呂
田
純
一
氏
の
﹃
幕
末
・
明
治
の
美
意
識
と
美
術
政
策
（
（5
（

﹄
に
お
い
て
も
取
調
局
の
運
営

に
つ
い
て
史
料
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
︒
野
呂
田
氏
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
美
術
教
育
に
重
心
を
置
い
て
い
る
の
に
対
し
て
九
鬼
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
影

響
を
受
け
て
は
い
る
も
の
の
帝
室
顕
彰
に
つ
な
が
る
古
美
術
保
護
を
重
視
し
て
い
た
と
し
て
︑
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
﹁
美
術
局
構
想
﹂
か
ら
﹁
美
術

博
物
館
﹂
の
構
想
の
み
を
抜
き
出
し
︑
約
一
〇
年
間
を
か
け
て
﹁
総
合
博
物
館
﹂
を
﹁
美
術
館
﹂
へ
変
貌
さ
せ
た
と
し
て
い
る
（
（5
（

︒
フ
ェ
ノ
ロ
サ

は
﹁
美
術
博
物
館
﹂
創
設
に
は
全
国
の
宝
物
を
調
査
し
︑
収
集
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
し
た
が
︑
当
時
の
博
物
館
は
性
格
が
異
な
る
と
の
認
識

が
あ
り（

58
（

︑
こ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
宝
物
の
調
査
を
行
い
︑
博
物
館
へ
収
集
す
る
た
め
の
基
礎
事
業
を
行
う
組
織
が
必
要
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
と

推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
設
置
の
二
年
前
︑
一
八
八
六
（
明
治
一
九
（
年
四
月
に
文
部
省
図
画
取
調
掛
に
よ
る
大
和
地
方
調
査
が
執
り
行
わ

れ
︑
フ
ェ
ノ
ロ
サ
︑
岡
倉
天
心
︑
狩
野
芳
崖
ら
が
調
査
に
赴
い
た
が
調
査
後
に
岡
倉
天
心
が
以
下
の
よ
う
な
意
見
書
を
提
出
し
て
い
る
︒
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美
術
保
存
ニ
付
意
見

　

京
都
奈
良
高
野
并
ニ
滋
賀
県
下
ノ
諸
寺
院
ニ
就
キ
絵
画
彫
刻
等
考
究
ノ
際
最
モ
小
生
ノ
注
意
ヲ
喚
起
シ
タ
ル
ハ
美
術
保
存
ノ
方
法
是
ナ

リ
蓋
シ
今
日
通
常
ノ
寺
院
に
在
テ
ハ
（
第
壱
（
美
術
ノ
如
何
ナ
ル
ヲ
知
ラ
ス
（
第
弐
（
美
術
保
存
ノ
必
要
ナ
ル
ヲ
知
ラ
ス
（
第
参
（
美
術

保
存
ノ
資
力
ナ
キ
ヲ
以
テ
大
家
ノ
製
作
モ
破
毀
損
滅
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
往
往
商
賈
ノ
手
ニ
帰
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
今
日
ニ
シ
テ
其
保
存
ニ
着
手

セ
サ
レ
ハ
我
日
本
ノ
名
誉
タ
ル
東
洋
美
術
品
ハ
数
年
ヲ
出
ス
シ
テ
散
失
滅
亡
シ
悔
ユ
ル
モ
亦
及
ハ
サ
ル
ニ
至
ル
ヘ
シ
豈
注
意
セ
サ
ル
ヘ
ケ

ン
ヤ
保
存
ノ
方
法
大
体
二
種
ア
ル
ヘ
シ

〇
地
方
庁
ヨ
リ
寺
院
ニ
就
テ
保
存
ス
ル
コ
ト

　

現
今
ノ
方
法
ハ
地
方
庁
ヨ
リ
各
寺
院
ニ
命
シ
テ
什
品
目
録
ヲ
作
ラ
シ
メ
之
ニ
拠
テ
保
存
ヲ
計
ル
ト
雖
ト
モ
目
録
精
細
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ

混
合
変
換
ノ
弊
ヲ
生
シ
易
ク
又
適
当
ノ
点
検
ナ
シ　

故
ニ
殆
ン
ト
其
益
ナ
キ
ニ
似
タ
リ

　

此
方
法
ヲ
充
分
ニ
施
行
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
（
第
一
（
精
細
蜜
切
ナ
ル
目
録
ヲ
作
ル
ヲ
要
ス
（
精
細
蜜
切
ナ
ル
目
録
ト
ハ
能
ク
美
術
上
ノ
品

位
真
偽
ヲ
考
ヘ
図
様
形
状
を
筆
記
若
ク
ハ
模
写
シ
又
ハ
適
当
ノ
符
号
ヲ
付
シ
混
同
ノ
弊
ニ
備
フ
ヘ
キ
モ
ノ
ヲ
云
フ
（
此
ノ
如
キ
目
録
ヲ
作

ル
ハ
府
県
官
幷
寺
院
ニ
於
テ
ナ
シ
難
キ
ヲ
以
テ
宮
内
省　

文
部
省　

農
商
務
省
ヨ
リ
委
員
ヲ
派
シ
若
ク
ハ
龍
池
会
ニ
托
シ
テ
作
ラ
シ
ム
ル

コ
ト
必
要
ナ
ル
ヘ
シ　
（
第
二
（
時
々
吏
員
ヲ
派
シ
テ
美
術
品
ノ
有
無
幷
ニ
保
存
ノ
模
様
ヲ
検
査
ス
ル
コ
ト　
（
第
三
（
美
術
品
ノ
保
存
ヲ

補
助
ス
ル
コ
ト

　

然
レ
共
此
方
法
ノ
弊
タ
ル　

第
一
繁
雑
ニ
シ
テ
地
方
官
幷
ニ
寺
院
ニ
於
テ
堪
ヘ
難
キ
コ
ト
是
ナ
リ　

第
二
ニ
諸
等
ノ
美
術
品
隔
絶
シ
テ

美
術
攻
究
ニ
不
便
ナ
ル
コ
ト
是
ナ
リ　

第
三
ニ
充
分
ノ
保
存
修
復
ヲ
ナ
ス
能
ハ
サ
ル
コ
ト
是
ナ
リ　

故
ニ
此
方
法
ハ
止
ム
ヲ
得
サ
ル
ニ
非

サ
レ
ハ
施
行
セ
サ
ル
方
宜
シ
カ
ラ
ン
カ
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〇
宮
内
省
ニ
テ
美
術
品
ヲ
採
集
ス
ル
コ
ト　

此
方
法
ヤ　

第
一
美
術
品
ヲ
最
多
数
ノ
人
民
ニ
示
シ
全
国
ニ
裨
益
シ
海
外
ニ
名
誉
ヲ
得　

第

二
日
本
美
術
ノ
全
局
ヲ
示
シ
考
究
ノ
便
ヲ
与
ヘ　

第
三
ニ
充
分
ニ
保
存
修
復
ス
ヘ
キ
資
力
幷
ニ
権
力
ア
リ　

第
四
宮
内
省
ニ
テ
採
集
ス
ル

ト
キ
ハ
他
省
等
ニ
比
ス
レ
ハ
容
易
ニ
出
品
ス
ヘ
キ
ヲ
以
テ
最
モ
適
当
ノ
方
法
ナ
ル
ヘ
シ　

尤
モ
全
国
諸
寺
ノ
美
術
品
ヲ
尽
ク
採
集
ス
ル
ノ

意
ニ
非
ス　

寺
院
美
術
品
中
ニ
在
テ
ハ
宗
教
上
ニ
必
要
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ　

地
方
ヨ
リ
移
転
シ
難
キ
モ
ノ
ア
リ　

又
地
方
ニ
保
存
ス
ル
コ
ト

有
益
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ　

然
レ
共
是
等
ハ
自
然
寺
院
ニ
於
テ
モ
保
存
ヲ
計
画
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
且
適
当
ノ
模
本
ヲ
以
テ
補
フ
ヘ
キ
ヲ
以
テ

更
ニ
妨
ケ
ナ
カ
ル
ヘ
シ　

其
他
ノ
美
術
品
ハ
既
ニ
絵
画
供
進
会
ニ
於
テ
二
回
モ
出
品
シ
タ
ル
例
ア
レ
ハ
適
当
ノ
手
段
ニ
由
リ
容
易
ニ
差
出

ス
ヘ
キ
コ
ト
丶
推
察
ス
（
（5
（

（
後
略
︑
傍
線
筆
者
挿
入
（

　

美
術
品
の
保
存
の
方
法
は
﹁
地
方
庁
ヨ
リ
寺
院
ニ
就
テ
保
存
ス
ル
コ
ト
﹂
と
﹁
宮
内
省
ニ
テ
美
術
品
ヲ
採
集
ス
ル
コ
ト
﹂
の
二
種
類
が
あ

り
︑
前
者
の
場
合
は
（
一
（﹁
精
細
蜜
切
ナ
ル
目
録
﹂
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
︑
そ
の
作
成
に
は
宮
内
省
・
文
部
省
・
農
商
務
省
か
ら
委
員

を
派
遣
し
て
作
成
す
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
︑（
二
（
目
録
作
成
後
も
存
在
確
認
及
び
保
存
状
態
の
検
査
を
行
う
こ
と
︑（
三
（
美
術
品
の
保
存
を

補
助
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
し
て
い
る
︒（
一
（
及
び
（
二
（
は
後
述
す
る
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の
活
動
を
想
起
さ
せ
る
︒
ま
た
︑（
三
（
は

臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の
宝
物
調
査
の
完
了
を
待
っ
て
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
（
年
に
制
定
さ
れ
た
古
社
寺
保
存
法
に
お
い
て
主
に
古
社
寺
を

対
象
と
し
て
行
わ
れ
て
い
く
保
存
金
下
付
の
事
業
に
一
致
す
る
︒
岡
倉
が
文
部
省
で
の
経
験
や
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
指
導
の
影
響
を
受
け
て
作
成
し

た
と
思
わ
れ
る
こ
の
意
見
書
は
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の
活
動
と
そ
の
後
の
文
化
財
保
護
行
政
方
針
の
原
案
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
︒

　

後
者
は
宮
内
省
で
美
術
品
を
収
集
す
る
こ
と
で
四
つ
の
利
点
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
︒
一
つ
目
は
多
く
の
人
に
美
術
品
を
見
せ
る
こ
と
が
で

き
︑
海
外
に
誇
る
こ
と
が
で
き
る
︑
二
つ
目
は
日
本
美
術
の
研
究
が
進
む
︑
三
つ
め
は
適
切
な
保
存
修
復
を
施
せ
る
︑
四
つ
目
は
他
の
省
に
比

べ
て
出
品
に
対
す
る
抵
抗
が
少
な
い
︑
と
し
て
い
る
︒
三
点
目
ま
で
は
宮
内
省
と
い
う
よ
り
︑
博
物
館
施
設
に
宝
物
を
収
容
す
る
こ
と
の
利
点
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で
あ
る
が
︑
四
点
目
は
皇
室
を
司
る
組
織
だ
か
ら
こ
そ
の
利
点
で
あ
り
︑
こ
の
考
え
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑
宝
物
調
査
に
お
い
て
も
同
様
に
他

省
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
よ
り
も
ス
ム
ー
ズ
に
調
査
が
で
き
る
と
見
込
ん
で
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
は
宮
内
省
へ
設
置
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い

で
あ
ろ
う
︒（

二
）　

費
用
か
ら
見
た
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局

　

野
呂
田
氏
は
﹃
伊
藤
博
文
関
係
文
書
﹄
の
中
か
ら
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
を
主
導
し
た
九
鬼
隆
一
が
明
治
二
一
（
一
八
八
八
（
年
︑
取
調
局

発
足
後
に
伊
藤
博
文
に
宛
て
た
書
簡
三
通
（
（6
（

か
ら
宝
物
調
査
と
奈
良
・
京
都
の
帝
国
博
物
館
建
設
が
不
安
定
な
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
を
読
み
取

り
︑
九
鬼
が
﹁
予
算
上
も
は
や
政
府
か
ら
何
ら
の
検
束
を
受
け
な
い
﹁
宮
内
省
﹂
に
お
い
て
︑
博
物
館
建
設
費
用
や
宝
物
調
査
費
用
を
最
大
限

に
縮
小
さ
せ
な
が
ら
﹁
帝
室
﹂
に
よ
る
古
美
術
保
護
の
仕
組
み
を
整
え
る
こ
と
に
腐
心
し
て
い
た
﹂
と
述
べ
て
い
る
（
（6
（

︒

　

野
呂
田
氏
は
明
治
二
一
年
当
時
の
九
鬼
の
当
初
の
計
画
と
し
て
は
一
年
半
以
内
に
宝
物
調
査
を
終
了
す
る
予
定
で
あ
っ
た
と
前
述
の
書
簡
内

容
か
ら
推
定
し
て
い
る
︒
し
か
し
︑
次
に
挙
げ
る
史
料
か
ら
は
九
鬼
が
宝
物
調
査
を
長
期
的
な
計
画
の
も
と
に
行
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
︒　

内
陳

全
国
宝
物
取
調
局
廃
止
之
件
大
臣
ヨ
リ
内
論
有
之
驚
キ
タ
ル
次
第
ニ
候
處
也

右
ハ
最
初
ヨ
リ
六
七
年
間
ヲ
期
シ
テ
御
請
致
し
候
件
而

従
来
之
成
績
ハ
御
存
之
通
十
分
之
成
績
ヲ
表
シ
居
候
而
将
来
之
希
望
責
任
モ
深
ク
致
處

僅
ニ
七
千
余
圓
之
金
ヲ
惜
マ
レ
今
年
度
限
リ
廃
止
之
立
按
ヲ
以
而
大
臣
も
■
■
セ
ラ
レ
候
事
何
如
ニ
モ
按
外
之
次
第
ニ
有
之

■
却
■
ニ
■
■
て
七
千
余
圓
之
金
ヲ
惜
マ
レ
候
次
第
二
■



　　お茶の水史学　60号　　140

時
期
国
会
ニ
ハ
必
然
議
会
ニ
訴
ヘ
然
而
■
立
之
計
画
致
シ
可
申
旨
申
候
ヘ
ト
モ

右
等
之
時
期
ヲ
モ
待
タ
ズ
又
従
来
之
成
績
将
来
之
結
果
ヲ
モ
考
ヘ
ズ
突
然
運
途
ニ
中
止
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
内
■
寮
之
謀
計
ハ
先
ツ
夫
レ
シ

キ
ノ
事
ト
ス
ル
モ
大
臣
ニ
於
而
ハ
是
レ
■
之
大
計
ハ
前
例
之
成
果
事
之
軽
重
ニ
相
■
■
■
按
モ
ア
リ
ソ
ウ
ナ
ル
事
ト
致
シ
慨
歎
ニ
堪
ヘ
サ

ル
事
ニ
■
■
也

却
■
之
三
百
余
圓
モ
是
等
之
須
要
ナ
ル
費
途
之
七
千
余
円
ヲ
モ
御
■
シ
成
而
■
■
御
窮
迫
ト
申
ス
事
ニ
■
■

別
ニ
■
當
之
御
處
分
も
可
有
之
今
将
ニ
調
査
之
■
央
ニ
し
て
而
し
て
成
績
も
十
分
也

希
望
責
任
も
十
分
ナ
ル
事
業
ヲ
突
然
中
止
セ
シ
メ
ラ
レ
ン
ト
ス
ル
ハ
何
如
ニ
も
嘆
ケ
ハ
し
き
次
第
ニ
有
之
夫
レ
も
最
初
御
請
申
上
候
六
七

年
間
之
御
堪
忍
ナ
ク
■
シ
候
申
ス
事
ニ
候
テ
ハ
責
メ
テ
国
会
ノ
閉
会
前
ニ
■
仰
■
か
若
ク
ハ
次
期
国
会
之
決
議
ヲ
待
テ
御
處
分
可
然
事
ト

申
■
候
處
中
間
何
等
■
御
情
実
ア
ル
ニ
関
セ
ズ
何
如
ニ
モ
理
解
ニ
苦
シ
ム
御
次
第
有
之
何
レ
未
ニ
明
白
ニ
書
キ
取
リ
ヲ
以
テ
申
立
ノ
積
り

ニ
■
ヘ
ト
モ
（
大
臣
ヨ
リ
モ
書
取
ヲ
以
テ
申
セ
ト
ノ
事
（
何
分
事
之
軽
重
利
害
得
喪
ヲ
御
調
申
上
相
成
■
候

徒
ラ
ニ
事
業
之
中
止
セ
サ
ル
様
御
■
■
■
カ
下
度
候

委
細
明
瞭
ニ
書
面
ヲ
以
而
丙
三
日
中
可
申
出
也

御
病
中
痛
而
■
ニ
候
ヘ
ト
モ
何
如
ニ
モ
嘆
忍
之
事
■
突
起
致
し
候
間
御
助
力
ヲ
願
上
申
■
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

隆
一

　
　
　

三
月
十
二
日

吉
井
伯
老
閣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
筆
者
挿
入
（
（6
（

（

　

こ
の
書
簡
は
九
鬼
隆
一
か
ら
吉
井
友
実
に
宛
て
て
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の
廃
止
案
を
覆
す
べ
く
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
内
容
を
ま
と
め

る
と
次
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
︒
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・
先
日
大
臣
よ
り
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の
廃
止
案
に
つ
い
て
知
ら
さ
れ
た

・
本
局
の
事
業
は
六
・
七
年
を
要
す
る
も
の
で
あ
る

・
現
状
の
成
績
も
十
分
で
資
金
の
都
合
で
廃
止
に
す
べ
き
で
は
な
い

・
中
止
の
方
針
を
撤
回
す
る
た
め
に
ご
助
力
願
い
た
い

　

書
簡
に
は
年
代
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
︑
吉
井
友
実
は
一
八
九
一
（
明
治
二
四
（
年
四
月
に
は
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
︑
臨
時
全
国
宝
物

取
調
局
が
﹁
十
分
之
成
績
﹂
を
収
め
て
い
る
こ
と
︑
国
会
が
す
で
に
開
設
さ
れ
て
い
る
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
推
測
し
て
明
治
二
三
年
も
し
く

は
二
四
年
に
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒﹁
大
臣
﹂
と
は
取
調
局
が
置
か
れ
た
宮
内
省
の
大
臣
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
︑
当
時
の
宮
内

大
臣
は
土
方
元
久
で
あ
っ
た
︒
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
廃
止
の
危
機
に
際
し
て
九
鬼
は
当
時
宮
内
次
官
兼
枢
密
顧
問
官
で
あ
っ
た
吉
井
に
助
力

を
請
う
て
い
る
︒
実
際
に
は
こ
の
時
取
調
局
は
廃
止
に
な
る
こ
と
な
く
明
治
三
〇
年
ま
で
の
約
一
〇
年
間
︑
臨
時
事
業
の
組
織
と
し
て
活
動
し

続
け
た
︒

　
︻
表
三
︼
は
明
治
二
二
年
か
ら
二
九
年
ま
で
の
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の
予
算
状
況
を
ま
と
め
た
表
で
あ
る
（
（6
（

︒
明
治
二
二
年
度
は
当
初
七
五

〇
〇
円
だ
っ
た
予
算
に
写
真
費
用
と
し
て
六
〇
〇
円
余
り
を
追
加
で
計
上
し
八
〇
〇
〇
円
を
超
え
る
予
算
と
な
っ
て
い
る
︒
明
治
二
三
年
度
も

同
様
に
八
〇
〇
〇
円
近
く
の
額
の
予
算
を
獲
得
し
て
い
る
（
（6
（

が
︑
翌
明
治
二
四
年
に
な
っ
て
五
五
〇
〇
円
と
か
な
り
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
︒
し

か
も
こ
の
年
度
に
限
り
︑
予
算
請
求
が
同
年
三
月
に
な
っ
て
か
ら
出
さ
れ
て
い
て
九
ヵ
月
分
の
計
算
と
な
っ
て
い
る
︒
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金

も
減
額
さ
れ
て
い
る
︒
そ
し
て
再
び
明
治
二
五
年
度
に
は
七
〇
〇
〇
円
台
に
戻
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
事
業
継
続
の
危
機
が
訪
れ
た
の
は
明
治

二
三
年
度
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

そ
の
後
︑
一
八
九
二
（
明
治
二
五
（
年
の
一
一
月
に
出
さ
れ
た
伊
藤
博
文
宛
て
の
九
鬼
隆
一
書
簡
に
は
宮
内
省
の
方
針
と
し
て
取
調
局
廃
止
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【表３】臨時全国宝物取調局の各年予算

内訳＼年度 22年 23年 24年
（9ヶ月分） 25年 26年 27年 28年 29年 【参考】内訳の詳細項目例

給料 1459.75 1459.75 1150 1449.2 1444.1 1464.35 608.25 202 職員給料（属（常勤）、臨時
雇、写字生、給仕）

雇費 146 239 430 447 489 473.59 344 82.4 小使
手当 500 500 575 500 700 390 320 35 鑑査手当、勤勉手当
旅費 3540 3540 1915 3548 2415 2040.2 853.75 376.75 日当＋陸行費・汽車汽船賃
賄費 42.55 67.05 50.5 67.05 64.55 66.3 63.1 35 居残料、宿直賄
被服費 50 72 31.5 40 35 32 32 32 給仕夏冬服靴代、小使夏冬

服靴代
器具費 1272.8 650 500 500 233.5 80 70 40 文房具、書籍、臥具類、灯

具、火鉢、茶碗等、写真費
通信費 140 140 80 80 90 40 65 20 郵便切手、電信
消耗費 200 100 320 350 298.585 180 230 70 筆墨紙代、鑑査状用紙、薪

炭蝋燭、茶
運搬費 300 250 150 130 116 40 70 5 什宝、御用荷物運搬
借家費 380 660 150 190 170 90 50 5 煉瓦屋一宇、宝物取調集会

所借上げ
営繕費 0 0 70 30 53 9 5 3.859 局内修繕
雑費 91.7 211.7 78 58.25 13.35 7.15 7.678 2 広告料

（内新規獲得予算） 8122.8 7889.5 4500 7389.5 3500 3500 0 0

（内前年度繰越分） 0 0 1000 0 2622.085 1412.59 2718.778 909.009

（合計） 8122.8 7889.5 5500 7389.5 6122.085 4912.59 2718.778 909.009

次年度へ繰越 0 2072.782 0 2622.085 1412.59 2718.778 909.009 ―　

『常用部分派会計予算書類』（東京国立博物館所蔵、館史資料 200）より作成

の
時
期
が
決
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
述
が
見
ら
れ
る
︒

（
前
略
（
︙
宝
物
調
査
事
業
の
必
要
欠
く
べ
か
ら
さ
る
は
瞭
然
た

る
こ
と
に
有
之
︑
将
来
数
年
間
継
続
せ
ら
る
ゝ
に
至
て
は
益
々
其

効
益
を
進
め
保
存
の
道
を
鞏
固
に
す
る
の
み
な
ら
す
︑
大
に
発
揮

す
る
所
あ
る
へ
き
は
疑
を
容
れ
さ
る
儀
に
候
得
共
︑
如
何
に
せ
ん

宮
内
省
に
於
て
は
都
合
有
之
︑
継
続
六
ツ
布
趣
に
付
︑
向
三
年
間

の
経
費
を
要
求
し
て
事
業
の
大
体
を
了
し
一
段
落
相
立
候
様
致
度

熱
望
す
る
所
に
有
之
候
得
共
是
亦
行
は
れ
ず
︑
︙
（
中
略
（　　

実
に
宝
物
調
査
事
業
の
方
今
遽
に
結
了
を
告
け
得
へ
か
ら
さ
る
次

第
多
々
御
坐
候
へ
と
も
︑
宮
内
省
長
く
全
国
宝
物
取
調
局
の
事
を

継
続
す
へ
か
ら
さ
る
の
事
情
亦
已
む
を
得
さ
る
に
付
︑
今
後
仮
す

に
二
个
年
以
内
の
歳
月
を
以
て
す
へ
し
と
せ
ら
れ
︑
二
个
年
以
内

に
於
て
全
国
宝
物
調
査
一
段
落
を
結
ひ
︑
其
大
体
は
先
以
て
美
し

く
茲
に
其
結
了
を
告
け
明
世
の
盛
事
永
く
其
潤
沢
を
本
邦
に
留
め

申
度
︑
経
費
の
如
き
は
当
年
度
七
千
四
百
円
を
痛
減
し
て
一
个
年

四
千
円
以
上
を
支
出
相
成
候
て
漸
く
一
段
落
を
立
て
︑
︙
（
後

略
︑
傍
線
筆
者
挿
入
（
（6
（

（
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内
容
か
ら
九
鬼
は
明
治
二
五
年
か
ら
三
年
間
の
事
業
継
続
を
願
っ
た
が
か
な
わ
ず
︑
二
年
間
︑
つ
ま
り
明
治
二
七
年
ま
で
で
宝
物
調
査
事
業

を
終
え
る
よ
う
宮
内
省
か
ら
の
指
示
が
出
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
九
鬼
は
残
り
二
年
間
の
支
出
の
最
低
ラ
イ
ン
を
四
〇
〇
〇
円
と
し
て
お

り
︑
実
際
の
予
算
額
を
見
る
と
明
治
二
六
・
二
七
年
は
新
規
に
獲
得
し
た
予
算
は
そ
れ
ぞ
れ
三
五
〇
〇
円
で
そ
れ
に
加
え
て
前
年
の
繰
越
を
上

乗
せ
し
て
や
り
く
り
し
て
い
る
︒
明
治
二
五
年
以
降
の
繰
越
金
は
﹁
事
務
之
都
合
﹂
や
旅
費
・
雇
費
減
に
よ
る
と
報
告
さ
れ
て
お
り
︑
廃
止
の

危
機
を
迎
え
た
明
治
二
四
年
以
降
は
初
期
の
よ
う
な
予
定
通
り
の
予
算
執
行
が
難
し
か
っ
た
状
況
が
推
測
で
き
る
︒

　

更
に
一
八
九
五
（
明
治
二
八
（
年
以
後
の
動
向
に
つ
い
て
帝
国
博
物
館
の
会
計
関
係
の
書
類
と
し
て
残
る
﹃
博
補
会
計
順
序
（
（6
（

﹄
の
冒
頭
に
は

次
の
よ
う
な
記
録
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
︒

立
案　

明
治
二
十
八
年
二
月
四
日　
　

臨
時
全
国
宝
物
取
調
委
員
長　

九
鬼
隆
一
﹇
花
押
﹈

決
裁　
　
　
　
　
　
　

二
月
十
九
日　

帝
国
博
物
館
総
長　
　
　
　
　

　
　

大
臣　
　
　
　
　
　

内
蔵
頭　
　
　
　

内
蔵
助

　
　
　

次
官　
　
　
　
　

調
査
課
長　
　
　

調
査
課
次
長

　
　
　
　
　
　
　
　

会
計
審
査
局
長

今
般
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
存
續
之
儀
被
聞
届
局
費
殘
餘
之
外
年
々
帝
國
博
物
館
積
置
豫
備
資
ノ
内
金
貳
千
五
百
圓
宛
ヲ
流
用
シ
テ
其
費

ニ
可
充
旨
別
紙
冩
之
通
御
裁
定
相
成
候
ニ
就
テ
ハ
右
ハ
臨
時
全
国
宝
物
取
調
費
帝
國
博
物
館
ヨ
リ
補
助
金
之
科
目
ヲ
置
キ
特
別
會
計
之
順

序
ニ
倣
ヒ
（
特
別
會
計
範
圍
外
特
種
ノ
會
計
タ
ル
ハ
勿
論
ニ
候
（
別
紙
之
通
會
計
科
目
并
ニ
整
理
順
序
相
定
メ
候
而
可
然
科
哉
尤
前
年
度

殘
繰
越
金
及
之
ヲ
以
テ
支
拂
フ
モ
ノ
ハ
全
ク
分
派
會
計
法
ニ
仗
據
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
候
ヘ
ハ
全
然
別
勘
定
ニ
可
致
候
此
段
仰
髙
裁
候
也
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（
別
紙
（

明
治
二
十
七
年
十
月
廿
三
日　
　
　

内
事
課
長　

花
押　
　
﹁
斎
藤
﹂﹇
印
写
﹈

　
　
　
　

大
臣　
﹁
土
方
﹂﹇
印
写
﹈

　

別
紙
臨
時
全
国
宝
物
取
調
委
員
長
伺
之
件
ハ
左
按
之
通
御
決
裁
可
相
成
哉
此
段
相
伺
候
也

　
　
　
　
　
　

按

　
　

 

伺
之
趣
其
局
事
業
存
續
之
儀
聞
届
候
条
局
費
残
餘
金
之
外
年
々
博
物
館
積
置
豫
備
資
之
内
金
貳
千
五
百
圓
宛
ヲ
流
用
シ
テ
其
費
ニ
充

ツ
ヘ
シ
且
社
寺
又
ハ
人
民
ヨ
リ
願
出
東
京
ニ
於
テ
鑑
査
ヲ
除
ク
ノ
外
當
分
新
規
着
手
ノ
調
査
ヲ
止
メ
専
ラ
従
来
調
査
濟
物
品
ノ
整
理

ヲ
旨
ト
ス
ヘ
シ

　

別
紙
の
日
付
か
ら
︑
一
八
九
四
（
明
治
二
七
（
年
一
〇
月
二
三
日
以
前
に
九
鬼
が
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の
存
続
を
願
い
出
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
︒
そ
し
て
︑
存
続
の
手
段
と
し
て
九
鬼
が
総
長
を
務
め
る
帝
国
博
物
館
の
予
備
費
か
ら
毎
年
二
五
〇
〇
円
を
﹁
流
用
﹂
す
る
こ
と
で
局

の
残
余
金
と
と
も
に
活
動
費
に
充
て
る
こ
と
と
な
っ
た
︒︻
表
三
︼
の
金
額
は
帝
国
博
物
館
か
ら
の
支
出
分
は
計
上
さ
れ
て
い
な
い
た
め
︑
繰

越
金
の
残
余
額
を
使
っ
て
細
々
と
活
動
し
て
い
た
よ
う
に
感
じ
る
が
︑
博
物
館
か
ら
の
予
備
費
と
い
う
別
の
財
源
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
︒

　

臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
は
明
治
三
〇
年
に
廃
止
さ
れ
︑
帝
国
博
物
館
が
残
務
を
引
き
継
ぐ
と
い
う
展
開
を
迎
え
る
二
年
前
か
ら
︑
宮
内
省
か

ら
の
資
金
の
配
分
は
な
く
な
っ
て
い
た
︒
事
業
の
内
容
も
﹁
社
寺
又
ハ
人
民
ヨ
リ
願
出
東
京
ニ
於
テ
鑑
査
ヲ
除
ク
ノ
外
當
分
新
規
着
手
ノ
調
査

ヲ
止
メ
専
ラ
従
来
調
査
濟
物
品
ノ
整
理
ヲ
旨
ト
ス
﹂
と
し
て
残
務
の
処
理
に
当
た
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
活
動
の
早
期
終
了
が
の

ぞ
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒
ま
た
︑
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
と
し
て
も
︑
先
に
挙
げ
た
三
月
一
二
日
付
の
吉
井
友
実
宛
て
の
九
鬼
隆

一
書
簡
に
お
い
て
︑
九
鬼
自
身
が
宝
物
調
査
期
間
を
﹁
六
︑
七
年
﹂
と
想
定
し
て
い
た
こ
と
か
ら
明
治
二
七
年
頃
は
宝
物
調
査
自
体
も
終
盤
に
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さ
し
か
か
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
︑
そ
れ
ま
で
の
よ
う
な
予
算
額
を
請
求
し
な
く
て
も
終
了
で
き
る
あ
る
程
度
の
目
途
が
立
っ
て
い
た
こ
と
も

推
測
で
き
る
︒

　

以
上
の
よ
う
な
記
録
か
ら
︑
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
は
調
査
期
間
を
六
～
七
年
間
と
想
定
し
て
設
置
さ
れ
︑
途
中
廃
止
の
声
を
か
わ
し
な
が

ら
直
接
の
予
算
配
分
の
面
で
は
減
額
を
受
け
つ
つ
も
計
画
通
り
の
七
年
間
︑
組
織
と
し
て
は
博
物
館
の
力
を
借
り
て
の
一
〇
年
間
の
活
動
だ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
︒
そ
し
て
鑑
査
の
﹁
新
規
着
手
﹂
を
止
め
ら
れ
た
明
治
二
八
年
頃
以
降
を
調
査
後
の
残
務
期
間
と
捉
え
れ
ば
当
初
の
想
定
通

り
の
歳
月
で
調
査
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
と
い
え
る
︒

（
三
）　

宝
物
調
査
の
概
要

　

明
治
二
一
年
一
二
月
か
ら
二
二
年
二
月
に
か
け
て
官
報
に
は
﹁
宝
物
取
調
ニ
関
ス
ル
報
告
摘
要
﹂
と
題
し
て
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の
活
動

報
告
が
二
二
回
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒
当
時
行
わ
れ
て
い
た
の
は
近
畿
地
方
の
宝
物
調
査
で
︑
取
調
局
員
の
ほ
か
に
複
数
の
新
聞
記
者
（
（6
（

が
随
行
し

報
道
が
な
さ
れ
て
い
た
（
（6
（

︒
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
は
ど
の
よ
う
な
行
程
を
経
て
全
国
の
宝
物
の
情
報
を
ま
と
め
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
︒
こ
こ

で
は
宝
物
調
査
の
実
際
を
概
観
し
︑
そ
の
過
程
と
成
果
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
︒

　

全
国
の
宝
物
を
調
査
す
る
に
あ
た
り
︑
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
で
は
出
張
と
出
品
の
二
通
り
の
方
法
を
並
行
し
て
調
査
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
る
（
（6
（

︒
調
査
を
行
う
た
め
に
は
調
査
員
ま
た
は
対
象
と
な
る
文
化
財
が
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
出
張
に
よ
る
鑑
査
は
職
員
が
各

地
へ
出
張
・
巡
回
し
て
文
化
財
の
調
査
を
進
め
る
方
法
で
あ
る
︒
長
期
に
わ
た
っ
て
複
数
の
府
県
を
巡
回
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
︑
数
日
で
終
了

す
る
寺
社
単
位
︑
個
人
単
位
の
出
張
も
あ
っ
た
︒
一
方
出
品
に
よ
る
鑑
査
は
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
に
宛
て
て
鑑
査
が
必
要
な
文
化
財
を
所
蔵

者
か
ら
送
り
︑
調
査
終
了
後
に
返
送
す
る
方
法
で
あ
る
︒
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
は
東
京
に
所
在
し
て
い
た
（
（7
（

こ
と
か
ら
︑
東
京
近
郊
の
府
県
に

お
い
て
は
出
品
に
よ
る
調
査
が
多
く
行
わ
れ
た
︒
出
張
調
査
に
お
け
る
具
体
的
な
様
相
に
つ
い
て
︑
作
成
さ
れ
た
記
録
か
ら
ま
と
め
て
み
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
︒
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①
所
蔵
者
に
よ
る
目
録
作
成
と
調
査
員
の
下
調
べ

　

宝
物
調
査
で
は
実
際
に
宝
物
を
見
て
評
価
を
し
︑
様
々
な
情
報
を
台
帳
に
記
録
し
た
の
で
あ
る
が
︑
調
査
に
赴
い
た
の
は
多
く
が
﹁
鑑
査

掛
﹂・﹁
臨
時
鑑
査
掛
﹂
と
い
う
役
職
の
人
々
で
あ
っ
た
︒
ま
ず
︑
こ
の
鑑
査
掛
が
本
調
査
を
開
始
す
る
前
に
下
調
べ
が
行
わ
れ
る
︒
下
調
べ
は

所
蔵
者
が
行
っ
た
も
の
を
府
県
の
自
治
体
が
取
り
ま
と
め
て
局
へ
報
告
し
た
︒

　

所
蔵
者
が
作
成
し
た
宝
物
目
録
に
は
任
意
の
形
式
で
宝
物
の
名
称
・
法
量
・
員
数
・
備
考
（
伝
来
な
ど
（
が
書
か
れ
て
い
る
︒
中
に
は
提
出

日
を
記
入
し
た
も
の
が
見
ら
れ
︑
本
調
査
日
（
判
明
し
て
い
る
も
の
（
と
比
較
す
る
と
本
調
査
の
数
日
前
に
提
出
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
よ

う
に
思
わ
れ
た
︒
精
査
が
必
要
だ
が
︑
所
蔵
者
の
宝
物
目
録
提
出
が
基
本
的
に
本
調
査
提
出
の
数
日
前
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
︑
提
出
を
受
け
た

府
県
か
ら
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
へ
の
提
出
は
取
り
ま
と
め
等
の
時
間
を
考
慮
す
る
と
下
調
べ
若
し
く
は
本
調
査
の
当
日
で
あ
っ
た
可
能
性
が

高
い
︒
以
上
の
考
察
か
ら
宝
物
目
録
の
作
成
年
代
に
よ
っ
て
明
治
二
一
年
に
近
畿
地
方
︑
明
治
二
五
～
二
六
年
に
九
州
地
方
︑
明
治
二
八
～
二

九
年
に
東
北
地
方
で
調
査
が
行
わ
れ
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

そ
の
う
ち
︑
九
州
地
方
と
東
北
地
方
に
関
し
て
は
所
蔵
者
の
目
録
作
成
に
加
え
て
職
員
が
下
調
べ
に
赴
い
て
報
告
が
行
わ
れ
て
い
る
（
（7
（

︒
下
調

べ
は
報
告
を
見
る
と
各
県
の
状
況
と
宝
物
の
目
録
と
総
数
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
お
お
よ
そ
の
等
級
の
予
想
な
ど
も
述
べ
ら
れ
︑
本
調
査
の
予

備
資
料
と
な
る
よ
う
な
内
容
で
あ
り
︑
本
調
査
を
円
滑
に
終
え
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

　

以
上
の
作
業
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
記
録
は
多
く
が
﹃
宝
物
目
録
﹄
と
題
さ
れ
た
簿
冊
の
形
で
府
県
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
︒

　
　
　

②
本
調
査

　

①
で
述
べ
た
よ
う
な
宝
物
目
録
（
と
場
合
に
よ
っ
て
下
調
べ
（
を
も
と
に
︑
本
調
査
は
大
き
な
寺
社
な
ど
で
調
査
対
象
が
多
い
場
合
は
現
地

で
︑
小
さ
な
寺
社
・
個
人
は
﹁
検
査
所
﹂
に
持
ち
寄
っ
て
行
わ
れ
た
︒
前
述
の
鑑
査
掛
に
よ
っ
て
実
物
の
確
認
と
評
価
が
行
わ
れ
︑
宝
物
目
録
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に
宝
物
の
種
類
や
評
価
内
容
︑
修
正
点
︑
年
代
な
ど
の
判
明
事
項
が
書
き
込
ま
れ
た
︒﹁
調
査
ハ
略
会
議
体
ヲ
用
ヒ
（
（7
（

﹂
る
こ
と
と
さ
れ
︑
議
論

の
上
評
価
が
決
定
し
た
︒
一
八
八
八
（
明
治
二
一
（
年
か
ら
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
（
年
ま
で
二
三
回
に
わ
た
っ
て
官
報
に
実
施
状
況
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
が
︑
そ
こ
で
は
﹁
優
等
品
﹂
又
は
﹁
優
等
ト
認
メ
タ
ル
モ
ノ
﹂
と
﹁
之
ニ
次
グ
ヘ
キ
モ
ノ
﹂
の
二
種
類
に
分
け
て
宝
物
を
列
挙
し

て
い
る
︒
宝
物
目
録
へ
の
書
き
込
み
に
は
一
か
ら
六
ま
で
の
数
字
が
朱
書
き
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
が
︑
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局

が
行
っ
て
い
た
評
価
区
分
が
ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
た
の
か
を
明
記
し
た
記
録
は
現
状
で
は
確
認
で
き
て
い
な
い
︒
し
か
し
︑
帝
国
博
物

館
が
業
務
を
引
き
継
い
で
以
降
の
区
分
は
次
に
引
用
す
る
﹁
帝
国
博
物
館
全
国
宝
物
鑑
査
規
程
（
（7
（

﹂
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒

第
三
章　

鑑 

査 
等 
級

第
十
條　

歴
史
の
証
徴
︑
美
術
ノ
模
範
ト
ナ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ヲ
以
テ
宝
物
ト
シ
其
優
劣
ニ
随
テ
更
ニ
最
大
至
宝
︑
一
等
乃
至
六
等
︑
特
殊
要

品
及
甲
要
品
︑
乙
要
品
ノ
十
階
ニ
区
分
ス

第
十
一
條　

宝
物
ノ
階
級
区
分
左
ノ
如
シ

　

最
大
至
宝

　
　

右
ハ
国
家
ノ
最
大
宝
物
ト
認
ム
ヘ
キ
モ
ノ

　

一
等

　
　

右
ハ
優
等
ニ
シ
テ
歴
史
上
ノ
徴
拠
又
ハ
美
術
上
︑
美
術
工
芸
上
若
ク
ハ
建
築
上
ノ
模
範
ト
シ
テ
要
用
ナ
ル
モ
ノ

　

二
等

　
　

右
ハ
優
等
ニ
シ
テ
歴
史
上
ノ
徴
拠
又
ハ
美
術
上
︑
美
術
工
芸
上
若
ク
ハ
建
築
上
ノ
模
範
ト
ナ
ル
ヘ
キ
モ
ノ

　

三
等
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右
ハ
優
等
ニ
シ
テ
歴
史
上
ノ
徴
拠
又
ハ
美
術
上
︑
美
術
工
芸
上
若
ク
ハ
建
築
上
ニ
要
用
ナ
ル
モ
ノ

　

四
等

　
　

右
ハ
歴
史
上
︑
美
術
上
︑
美
術
工
芸
上
︑
建
築
上
ノ
参
考
ト
ナ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
優
秀
ノ
モ
ノ

　

五
等

　
　

右
ハ
歴
史
上
︑
美
術
上
︑
美
術
工
芸
上
︑
建
築
上
ノ
参
考
ト
ナ
ル
ヘ
キ
モ
ノ

　

六
等

　
　

右
ハ
五
等
ニ
次
ク
ヘ
キ
モ
ノ

　

特
殊
要
品

　
　

宸
翰　
　
　
　
　
　
　
（
最
上
特
等
ト
シ
テ
取
扱
フ
モ
ノ
ナ
リ
（

　
　

太
子
親
王
及
王
妃
御
筆

　

甲
要
品

　
　

右
ハ
歴
史
ノ
資
料
ニ
充
ツ
ヘ
キ
モ
ノ

　

乙
要
品

　
　

右
ハ
歴
史
ノ
参
考
ニ
充
ツ
ヘ
キ
モ
ノ

　

帝
国
博
物
館
の
宝
物
鑑
査
で
は
一
〇
種
類
の
等
級
分
け
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
ま
た
︑
前
述
し
た
下
調
べ
の
報
告
に
含
ま
れ
る

宝
物
等
級
別
の
宝
物
数
を
示
す
表
や
︑﹃
宝
物
精
細
簿
﹄（
後
述
（
に
は
評
価
は
﹁
一
等
﹂
か
ら
﹁
六
等
﹂
及
び
﹁
要
申
﹂・﹁
要
乙
﹂
と
い
う
八

種
類
の
区
分
名
は
書
か
れ
て
い
る
が
︑
帝
国
博
物
館
の
規
程
に
見
ら
れ
る
﹁
国
家
至
宝
﹂・﹁
特
殊
要
品
﹂
と
い
う
名
称
は
見
ら
れ
な
い
︒
更

に
︑
現
在
確
認
で
き
る
鑑
査
状
（
後
述
（
の
情
報
を
比
較
す
る
な
ど
総
合
し
て
︑
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の
評
価
区
分
は
以
下
の
よ
う
な
も
の



149　　臨時全国宝物取調局の活動とその影響

で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

一
等　
　

優
等
に
し
て
歴
史
上
の
徴
拠
又
は
美
術
上
︑
美
術
工
芸
上
若
く
は
建
築
上
の
模
範
と
し
て
要
用
な
る
も
の

　

二
等　
　

優
等
に
し
て
歴
史
上
の
徴
拠
又
は
美
術
上
︑
美
術
工
芸
上
若
く
は
建
築
上
の
模
範
と
な
る
べ
き
も
の

　

三
等　
　

優
等
に
し
て
歴
史
上
の
徴
拠
又
は
美
術
上
︑
美
術
工
芸
上
若
く
は
建
築
上
に
要
用
な
る
も
の

　

四
等　
　

歴
史
上
︑
美
術
上
︑
美
術
工
芸
上
︑
建
築
上
の
参
考
と
な
る
べ
き
も
の
に
し
て
優
秀
の
も
の

　

五
等　
　

歴
史
上
︑
美
術
上
︑
美
術
工
芸
上
︑
建
築
上
の
参
考
と
な
る
べ
き
も
の

　

六
等　
　

五
等
に
次
ぐ
べ
き
も
の

　

甲
要
品　

歴
史
の
資
料
に
充
つ
べ
き
も
の

　

乙
要
品　

歴
史
の
参
考
に
充
つ
べ
き
も
の

　

鑑
査
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
評
価
と
と
も
に
宝
物
の
写
真
撮
影
も
行
わ
れ
た
︒
撮
影
を
担
当
し
た
の
は
当
時
最
新
の
写
真
技
術
を
習
得
し

た
写
真
師
・
小
川
一
真
で
︑
写
真
・
印
刷
業
界
に
お
い
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
︒
近
畿
地
方
の
宝
物
調
査
で
小
川
が
撮
影
し
た
写
真
に
つ
い

て
は
岡
塚
章
子
氏
の
論
考
（
（7
（

に
詳
し
い
︒

　

ま
た
︑
鑑
査
で
は
宝
物
を
古
文
書
・
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
跡
に
分
け
て
い
る
︒
統
計
項
目
に
書
跡
が
な
い
も
の
や
︑﹁
工
芸
﹂
の
表
記

が
﹁
美
術
工
芸
﹂
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
調
査
の
過
程
で
分
類
が
少
し
ず
つ
変
化
し
た
様
子
も
み
ら
れ
る
︒
建
築
分
野
に
関
し

て
は
︑
古
社
寺
保
存
法
の
下
で
は
特
別
保
護
建
造
物
と
し
て
独
立
し
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
設
け
ら
れ
る
が
︑
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
に
お
い
て
は

建
築
物
に
施
さ
れ
た
絵
画
や
彫
刻
が
評
価
さ
れ
た
も
の
が
見
ら
れ
︑
前
述
の
小
川
が
撮
影
し
た
写
真
の
中
に
寺
社
の
建
物
内
や
塔
な
ど
を
写
し

た
も
の
が
残
っ
て
い
る
︒
ま
た
︑
建
築
家
の
伊
東
忠
太
が
明
治
十
年
代
か
ら
古
建
築
の
保
護
を
訴
え
て
お
り
︑
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の
調
査
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に
関
し
て
も
九
鬼
隆
一
に
建
築
分
野
の
扱
い
に
つ
い
て
意
見
書
を
提
出
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
（7
（

︒
こ
の
よ
う
に
帝
国
博
物
館
の
全
国

宝
物
鑑
査
規
定
に
見
ら
れ
る
等
級
の
定
義
は
︑
実
際
の
調
査
の
中
で
少
し
ず
つ
種
別
と
と
も
に
練
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒

　
　
　

③
登
録
作
業

　

調
査
を
終
え
る
と
︑
宝
物
目
録
を
も
と
に
等
級
が
付
い
た
も
の
に
関
し
て
調
査
内
容
を
統
一
書
式
に
書
き
写
す
作
業
が
行
わ
れ
︑
等
級
別
に

次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
る
︒

　

・
一
等
か
ら
五
等
︙
﹃
宝
物
精
細
簿
（
（7
（

﹄

　

・
六
等　
　
　
　

︙
﹃
宝
物
参
考
簿
（
（7
（

﹄

　

・
甲
・
乙
要
品　

︙
﹃
史
要
参
考
簿
（
（7
（

﹄

　
﹃
宝
物
精
細
簿
﹄
は
宝
物
調
査
に
お
い
て
作
成
す
べ
き
と
し
て
い
た
﹁
全
国
宝
物
帳
簿
﹂
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
︒
現
存
す
る
﹃
宝
物
精

細
簿
﹄
は
二
種
類
確
認
で
き
︑
同
じ
内
容
だ
が
書
式
が
異
な
る
︒
二
度
目
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
﹃
宝
物
精
細
蒋
﹄
は
一
度
目
の
も
の
が

箇
条
書
き
形
式
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
記
述
項
目
の
配
置
に
工
夫
が
な
さ
れ
︑
無
駄
な
空
間
を
省
く
こ
と
で
一
件
二
ペ
ー
ジ
で
あ
っ
た
も
の
を

二
件
一
ペ
ー
ジ
に
抑
え
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
︒
こ
の
書
式
の
模
索
は
﹁
全
国
宝
物
帳
簿
﹂
と
し
て
長
期
に
わ
た
る
使
用
を
意
識
し
て
の
こ

と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
︒
ま
た
︑
こ
の
﹃
宝
物
精
細
簿
﹄
に
よ
く
似
た
形
式
で
帝
室
博
物
館
と
名
称
を
変
え
た
後
の
博
物
館
も
収
蔵
品
を

管
理
す
る
た
め
の
台
帳
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
後
の
博
物
館
へ
与
え
た
影
響
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
︒

　

以
上
の
よ
う
な
記
録
作
成
と
同
時
に
所
蔵
者
に
対
し
て
は
鑑
査
状
・
登
録
状
が
交
付
さ
れ
た
︒
一
等
か
ら
五
等
と
甲
要
品
に
は
鑑
査
状
︑
六

等
と
乙
要
品
に
は
登
録
状
と
︑
等
級
に
よ
っ
て
文
言
や
紙
の
大
き
さ
を
区
別
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
（7
（

︒
宝
物
一
件
ず
つ
に
鑑
査
状
番
号
を
付
与

し
︑
番
号
簿
を
作
成
し
て
登
録
作
業
を
進
め
た
︒
九
鬼
は
鑑
査
状
交
付
に
つ
い
て
前
述
の
伊
藤
宛
書
簡
（
（8
（

の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
︒
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調
査
の
結
果
と
し
て
鑑
査
状
を
附
与
す
る
こ
と
亦
容
易
の
業
に
あ
ら
ず
︒
是
ま
て
既
に
追
々
鑑
査
状
を
附
与
し
来
た
れ
と
も
尚
余
す
所

凡
六
千
余
枚
の
多
き
あ
り
︒
而
し
て
之
を
附
与
す
る
に
は
︑
物
質
︑
形
状
︑
寸
法
︑
趣
到
等
の
精
細
の
取
調
を
要
す
る
は
勿
論
︑
鑑
査
状

調
整
の
際
に
は
又
府
県
庁
又
は
所
有
者
と
照
会
往
復
の
手
数
を
累
ね
さ
る
べ
か
ら
さ
る
も
の
亦
す
く
な
か
ら
ず
︑
特
に
彫
刻
物
又
は
工
芸

品
に
於
い
て
寸
法
の
取
り
方
を
誤
る
も
の
少
な
か
ら
ず
︑
又
其
の
筆
写
体
裁
も
手
数
多
く
し
て
一
人
の
筆
者
に
付
（
筆
耕
の
み
の
事
に
於

い
て
（
一
日
拾
余
枚
を
調
整
し
得
る
に
す
ぎ
ず
︑
此
事
亦
固
よ
り
旦
夕
の
業
に
あ
ら
ず
︑
彼
の
内
国
勧
業
博
覧
会
等
の
節
褒
状
調
整
の
事

亦
其
事
務
の
大
部
分
を
な
す
を
見
て
も
知
る
へ
き
も
の
に
御
坐
候
︒

　

鑑
査
状
の
付
与
が
大
変
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
長
文
で
主
張
し
て
い
る
︒
鑑
査
状
は
そ
の
モ
ノ
が
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
価
値
の
あ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
証
書
で
あ
り
︑
交
付
し
て
﹃
宝
物
精
細
簿
﹄
と
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
遠
隔
地
で
の
管
理
が
可
能
に
な
り
︑
失
わ

れ
る
危
険
性
を
軽
減
す
る
役
目
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒﹃
宝
物
精
細
簿
﹄
と
鑑
査
状
は
ど
ち
ら
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
︑
時
間

を
か
け
て
も
完
了
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
九
鬼
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
︒
登
録
後
に
所
蔵
先
か
ら
名
称
や
寸
法
︑
所
蔵
者
の
変
更

を
依
頼
す
る
届
け
が
し
ば
し
ば
あ
り
︑
登
録
情
報
を
変
更
し
て
新
た
に
鑑
査
状
を
交
付
す
る
作
業
も
行
わ
れ
た
︒

　
　
　

④
追
跡
調
査
（
帝
国
博
物
館
（

　

一
八
九
九
（
明
治
三
二
（
年
︑
そ
れ
ま
で
調
査
し
て
き
た
宝
物
の
異
動
の
有
無
を
確
認
す
る
作
業
が
行
わ
れ
た
︒
各
﹃
宝
物
精
細
簿
﹄
に
異

動
が
な
け
れ
ば
日
付
付
き
の
﹁
異
動
無
﹂
印
が
押
さ
れ
て
い
る
︒
異
動
調
査
は
帝
国
博
物
館
が
業
務
を
引
き
継
い
で
か
ら
行
っ
た
こ
と
で
あ
る

が
︑（
一
（
で
紹
介
し
た
岡
倉
天
心
の
﹁
美
術
保
存
ニ
付
意
見
﹂
に
お
い
て
も
主
張
さ
れ
て
お
り
︑
そ
の
通
り
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
宝
物

調
査
の
計
画
を
博
物
館
が
し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
︒
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帝
国
博
物
館
は
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
か
ら
仕
事
を
引
き
継
い
だ
後
は
︑
宝
物

鑑
査
の
際
に
は
﹁
鑑
査
会
議
﹂
と
い
う
会
議
を
開
き
︑
対
象
宝
物
に
つ
い
て
検
討

し
︑
登
録
内
容
を
決
定
し
て
い
た
︒
明
治
三
三
年
に
は
取
調
局
か
ら
引
き
継
い
だ

寺
社
や
個
人
所
有
の
鑑
査
業
務
は
廃
止
と
な
る
が
︑
館
の
収
蔵
品
に
関
し
て
の
鑑

査
を
行
う
際
に
館
蔵
品
の
た
め
の
﹁
鑑
査
会
議
﹂
の
規
程
を
定
め
て
運
用
し
て
ゆ

く
こ
と
に
な
る
︒

（
四
）　

臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の
影
響

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
︑
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
は
明
治
一
〇
年
代
後
半

か
ら
高
ま
っ
た
文
化
財
保
護
の
機
運
と
美
術
へ
の
関
心
か
ら
︑（
一
（
で
紹
介
し

た
岡
倉
天
心
の
﹁
美
術
品
保
存
ニ
付
意
見
﹂
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
最
も
円
滑
に
調

査
が
で
き
︑
そ
の
後
に
活
か
せ
る
場
を
宮
内
省
に
定
め
て
設
置
さ
れ
た
︒
当
時
の

美
術
へ
の
関
心
に
つ
い
て
は
第
一
章
の
最
後
に
ま
と
め
て
い
る
が
︑
国
の
財
産
と

し
て
文
化
財
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
︑
評
価
す
る
作
業
を
皇
室
を
司
る
宮
内
省
に

ゆ
だ
ね
た
の
は
︑
国
家
と
し
て
の
中
心
を
天
皇
に
お
く
と
い
う
明
治
政
府
の
指
針

を
明
示
す
る
た
め
に
は
効
果
的
な
政
策
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
︑
抵
抗
な
く
調
査
が

で
き
る
と
岡
倉
が
考
え
る
ほ
ど
皇
室
の
権
威
は
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
︒

　

ま
た
︑
こ
の
時
期
は
博
物
館
の
機
能
と
し
て
産
業
振
興
を
補
助
す
る
こ
と
よ
り

【表４】文化財保護に関する法令
公　　布 廃　　止 法　律　名 所管（専門機関） 保　存　対　象 指　　定 公開義務 保存措置

明治 4年 5月 23日 昭和 29年 6月 1日 古器旧物保存方 太政官 「神代ヨリ近世ニ至ル迄和品舶齎ニ不
拘」祭器、武器、書画、楽器、家
具、衣服、化石など 30品目

無 無 無

明治 30年 6月 5日 昭和 4年 3月 28日 古社寺保存法 内務省（古社寺保存
会）

「歴史の證徴又ハ美術ノ模範トナルヘ
キ」社寺の建造物及び宝物類（社寺に
属さないものも必要であれば対象と
する）

有（資格を定む）
・特別保護建造物
・国宝

有 ・保存金交付
・処分・差押等禁止

大正 8年 4月 10日 昭和 25年 5月 30日 史蹟名勝天然紀念物保存法 内務省→文部省（昭
和 3年～）

史蹟・名勝・天然紀念物 有（指定） 無 ・補助金交付
・無断で現状変更禁止

昭和 4年 3月 28日 昭和 25年 5月 30日 国宝保存法 文部省（国宝保存会）  「歴史の證徴又ハ美術ノ模範ト為ル
ベキ」建造物、宝物其の他の物件

有（指定） 有 ・補助金交付
・輸出禁止
・無断で現状変更禁止

昭和 8年 4月 1日 昭和 25年 5月 30日 重要美術品等ノ保存ニ関スル法律 文部省 国宝に指定されていない重要な美術
品

有（認定） 無 ・輸出禁止
・無断で現状変更禁止

昭和 25年 5月 30日 ― 文化財保護法 文部省（文化財保護
委員会）

絵画・彫刻・書籍・典籍・古文書・
工芸・考古・建造物、史跡・名勝・
天然記念物、民俗資料、無形文化財

・国宝
・重要文化財
・重要民俗資料有（指定）
・史跡名勝天然記念物

無（出品勧
告、公開勧
告有）

・補助金交付
・輸出禁止
・無断で現状変更禁止

※文化財保護委員会編『文化財保護の歩み』（文化財保護委員会、1960年）より作成   
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【表４】文化財保護に関する法令
公　　布 廃　　止 法　律　名 所管（専門機関） 保　存　対　象 指　　定 公開義務 保存措置

明治 4年 5月 23日 昭和 29年 6月 1日 古器旧物保存方 太政官 「神代ヨリ近世ニ至ル迄和品舶齎ニ不
拘」祭器、武器、書画、楽器、家
具、衣服、化石など 30品目

無 無 無

明治 30年 6月 5日 昭和 4年 3月 28日 古社寺保存法 内務省（古社寺保存
会）

「歴史の證徴又ハ美術ノ模範トナルヘ
キ」社寺の建造物及び宝物類（社寺に
属さないものも必要であれば対象と
する）

有（資格を定む）
・特別保護建造物
・国宝

有 ・保存金交付
・処分・差押等禁止

大正 8年 4月 10日 昭和 25年 5月 30日 史蹟名勝天然紀念物保存法 内務省→文部省（昭
和 3年～）

史蹟・名勝・天然紀念物 有（指定） 無 ・補助金交付
・無断で現状変更禁止

昭和 4年 3月 28日 昭和 25年 5月 30日 国宝保存法 文部省（国宝保存会）  「歴史の證徴又ハ美術ノ模範ト為ル
ベキ」建造物、宝物其の他の物件

有（指定） 有 ・補助金交付
・輸出禁止
・無断で現状変更禁止

昭和 8年 4月 1日 昭和 25年 5月 30日 重要美術品等ノ保存ニ関スル法律 文部省 国宝に指定されていない重要な美術
品

有（認定） 無 ・輸出禁止
・無断で現状変更禁止

昭和 25年 5月 30日 ― 文化財保護法 文部省（文化財保護
委員会）

絵画・彫刻・書籍・典籍・古文書・
工芸・考古・建造物、史跡・名勝・
天然記念物、民俗資料、無形文化財

・国宝
・重要文化財
・重要民俗資料有（指定）
・史跡名勝天然記念物

無（出品勧
告、公開勧
告有）

・補助金交付
・輸出禁止
・無断で現状変更禁止

※文化財保護委員会編『文化財保護の歩み』（文化財保護委員会、1960年）より作成   

も
国
の
財
産
と
し
て
文
化
財
を
収
集
し
保
管
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て

き
た
時
期
で
あ
っ
た
︒
明
治
八
年
に
博
覧
会
事
務
局
と
の
合
併
を
避
け
て
︑
明
治

一
〇
年
か
ら
上
野
で
開
館
し
て
い
た
東
京
教
育
博
物
館
は
明
治
二
二
年
六
月
に
は

閉
館
と
な
り
同
七
月
か
ら
は
高
等
師
範
学
校
の
付
属
博
物
館
と
し
て
歩
み
始
め
る（（8
（

が
︑
日
清
戦
争
を
前
に
軍
事
費
の
拡
大
と
緊
縮
政
策
の
影
響
を
受
け
て
博
物
館
は

今
後
の
在
り
方
を
考
え
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
時
期
で
も
あ
っ
た
︒
そ
ん
な
中
宝
物

調
査
に
深
く
関
わ
っ
た
博
物
館
が
美
術
と
歴
史
を
考
究
す
る
文
化
財
保
護
施
設
へ

と
方
針
を
定
め
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
帝
国
博
物
館
と
し
て
再
編
成
さ
れ
︑
奈
良
・

京
都
の
新
博
物
館
建
設
︑
帝
室
博
物
館
へ
の
移
行
へ
と
向
か
っ
た
こ
と
︑
館
内
の

収
蔵
品
管
理
方
法
の
踏
襲
な
ど
宝
物
調
査
の
影
響
は
か
な
り
大
き
な
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
︒

　

臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
は
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
（
年
の
古
社
寺
保
存
法
（
（8
（

の
制

定
に
伴
い
廃
止
さ
れ
た
︒
近
代
の
文
化
財
保
護
に
関
す
る
主
な
法
律
に
つ
い
て

︻
表
四
︼
に
ま
と
め
た
︒
古
社
寺
保
存
法
に
お
い
て
宝
物
は
内
務
大
臣
が
内
務
省

内
に
設
け
た
古
社
寺
保
存
会
に
諮
詢
し
て
国
宝
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ

れ
︑
指
定
し
て
保
護
す
る
今
日
の
制
度
に
つ
な
が
る
法
律
で
あ
っ
た
︒
建
築
も
補

助
の
対
象
と
な
り
︑
特
別
保
護
建
造
物
と
し
て
認
定
し
保
存
金
の
交
付
を
申
請
で

き
る
こ
と
と
な
っ
た
︒
古
社
寺
保
存
会
の
構
成
員
（
明
治
三
一
年
当
時
（
を
︻
表

五
︼
に
記
し
た
が
︑
会
頭
は
九
鬼
隆
一
で
︑
主
に
宝
物
調
査
に
関
わ
っ
た
者
と
建
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【表 5】古社寺保存会構成員
役職 氏　名 肩　書き　
会長 九鬼隆一 帝国博物館総長
委員 山高信離 帝国博物館理事
委員 岡倉覚三 東京美術学校長
委員 黒川真頼 文科大学教授
委員 妻木頼黄 臨時葉煙草取扱所建築部技師
委員 木子清敬 内匠寮技師
委員 橋本雅邦
委員 小原重哉
委員 伊東忠太
委員 久保田鼎 帝国博物館主事
委員 三崎亀之助
委員 久米金彌 内務省社寺局長
委員 川端玉章 東京美術学校教授
委員 高村光雲 東京美術学校教授
委員 川崎千虎
委員 小杉榲邨 帝国博物館技手
委員 二條基弘 公爵
委員 横瀬文彦
委員 山名貫義
委員 前田健二郎
書記 稲垣宗政 判任官　兼勤
書記 金子勝太郎 判任官　兼勤

※ 内務省編『内務省職員録』明治三十一年七月調（国立国会図
書館所蔵、近代デジタルコレクション参照）より作成 

築
の
専
門
家
で
構
成
さ
れ
て
い
る
︒
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の
調
査
に
よ
っ
て
等
級
に
よ
る
評
価
が
な
さ
れ
た
宝
物
の
情
報
は
国
宝
の
指
定
に

大
い
に
役
に
立
っ
た
こ
と
が
予
想
で
き
る
︒
法
制
度
の
制
定
に
は
時
間
が
か
か
る
も
の
で
︑
も
し
国
宝
の
指
定
が
制
度
の
完
成
を
ま
っ
て
か
ら

始
め
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
お
そ
ら
く
か
な
り
の
遅
れ
が
生
じ
︑
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
が
多
く
出
た
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
︒
臨
時
全
国
宝
物

取
調
局
は
そ
の
調
査
を
﹁
臨
時
﹂
の
調
査
と
し
て
か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
ち
︑
悉
皆
的
な
調
査
を
目
指
し
て
行
っ
た
と
い
え
る
︒
そ
の
こ

と
が
︑
古
社
時
保
存
法
制
定
ま
で
の
文
化
財
を
守
り
︑
そ
の
後
の
指
定
に
も
貢
献
し
た
こ
と
は
文
化
財
保
護
の
歴
史
に
お
い
て
評
価
さ
れ
る
べ

き
事
績
で
あ
ろ
う
︒
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お
わ
り
に

　

近
代
の
日
本
に
お
い
て
︑
博
物
館
は
文
化
財
の
保
護
と
産
業
の
育
成
︑
美
術
の
保
護
と
い
っ
た
様
々
な
時
代
に
要
請
に
応
じ
て
変
化
し
て
い

る
︒
明
治
四
年
の
古
器
旧
物
保
存
方
布
告
に
よ
る
宝
物
調
査
を
行
い
︑
湯
島
聖
堂
博
覧
会
を
開
催
し
て
博
物
館
は
誕
生
し
︑
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博

覧
会
へ
の
参
加
︑
教
育
博
物
館
と
の
分
離
な
ど
を
経
て
産
業
育
成
に
資
す
る
博
物
館
と
し
て
発
達
し
た
︒
一
八
七
五
（
明
治
八
（
年
か
ら
内
務

省
に
お
い
て
総
合
博
物
館
と
し
て
体
制
が
整
え
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
博
物
館
は
︑
一
八
八
一
（
明
治
一
四
（
年
に
な
る
と
︑
農
商
務
省
の
創
設
に

伴
っ
て
博
物
局
と
共
に
同
省
の
所
属
と
な
っ
た
︒
内
務
省
に
お
け
る
博
物
局
は
﹁
天
造
人
造
ノ
諸
物
品
ヲ
網
羅
蒐
集
之
ヲ
陳
列
シ
テ
縦
観
セ
シ

メ
古
今
ノ
沿
革
ヲ
徴
考
シ
将
来
ヲ
勧
奨
ス
ベ
キ
一
切
ノ
事
ヲ
調
理
ス
﹂
る
こ
と
が
事
務
分
掌
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
︑
農
商
務
省
に
お
け
る
博

物
局
の
事
務
は
﹁
博
物
局
ハ
古
器
物
ノ
保
存
美
術
ノ
勧
奨
ニ
関
ス
ル
事
務
ヲ
調
理
シ
博
物
館
ヲ
管
守
ス
﹂
る
こ
と
と
な
り
︑
あ
ら
ゆ
る
も
の
の

蒐
集
・
展
示
か
ら
古
器
物
の
保
存
と
美
術
の
振
興
へ
と
そ
の
職
制
を
変
化
さ
せ
て
い
る
︒
こ
の
変
化
の
要
因
の
一
つ
は
こ
の
時
期
︑﹁
美
術
﹂

と
い
う
言
葉
が
我
が
国
に
定
着
し
︑
そ
の
有
用
性
が
認
識
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
農
商
務
省
に
お
け
る
博
物
局
・
博
物

館
は
主
に
美
術
産
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
︑
そ
し
て
各
分
野
の
﹁
考
古
利
今
﹂
の
う
ち
﹁
考
古
﹂
を
管
理
す
る
事
を
そ
の
役
割
と
し
て

担
っ
て
い
た
︒
こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
︑
宮
内
省
に
図
書
寮
が
設
置
さ
れ
︑
博
物
館
に
管
理
が
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
正
倉
院
宝
物
が
一
八
八

四
（
明
治
一
七
（
年
に
宮
内
省
所
管
と
な
る
︒
そ
し
て
一
八
八
六
（
明
治
一
九
（
年
︑
博
物
館
も
宮
内
省
の
所
管
と
な
る
︒

　

お
雇
い
外
国
人
で
あ
っ
た
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
日
本
の
美
術
の
保
護
・
振
興
に
つ
い
て
︑
博
物
館
を
含
む
壮
大
な
政
策
構
想
を
持
っ
て
お
り
︑
意

見
書
を
作
成
し
て
い
る
が
︑
そ
の
中
で
美
術
博
物
館
の
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
︒
総
合
的
な
博
物
館
で
あ
っ
た
時
期
の
博
物
館
は
︑
政
府
の
政

策
に
沿
っ
て
そ
の
重
点
を
変
え
る
こ
と
で
役
割
を
果
た
し
て
い
た
︒
し
か
し
そ
れ
は
多
機
能
で
あ
る
が
ゆ
え
に
︑
模
索
し
な
が
ら
所
管
を
移
っ

て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
て
い
る
︒
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美
術
や
古
器
物
保
護
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
︑
全
国
の
宝
物
を
調
査
し
︑
宝
物
台
帳
を
作
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
宝
物
調
査
が
臨
時
全

国
宝
物
取
調
局
の
も
と
で
行
わ
れ
た
︒
原
案
は
岡
倉
天
心
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
︑
岡
倉
は
宮
内
省
に
お
い
て
美
術
の
保
存
を
図
る
こ
と

が
最
も
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
考
え
て
い
た
︒
廃
止
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
は
優
先
的
に
行
う
べ
き
と
考
え
て

い
た
地
域
か
ら
順
に
ほ
ぼ
想
定
通
り
の
調
査
を
終
え
ら
れ
た
こ
と
が
記
録
か
ら
は
明
ら
か
に
な
っ
た
︒
そ
の
活
動
の
影
響
は
博
物
館
の
美
術
・

歴
史
を
専
門
と
す
る
博
物
館
へ
方
針
転
換
し
た
こ
と
︑
そ
の
後
の
収
蔵
品
管
理
に
取
調
局
の
方
法
を
踏
襲
し
た
こ
と
に
始
ま
り
︑
現
在
の
文
化

財
保
護
法
に
繋
が
る
古
社
時
保
存
法
に
基
づ
く
国
宝
指
定
に
際
し
て
も
活
用
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
︒
ま
た
︑
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の

調
査
は
﹁
臨
時
﹂
の
調
査
と
し
て
社
寺
の
宝
物
を
中
心
に
個
人
所
蔵
品
を
含
め
て
悉
皆
的
な
調
査
を
目
指
し
て
行
っ
た
こ
と
で
散
逸
の
危
機
に

あ
っ
た
文
化
財
を
幅
広
く
つ
な
ぎ
と
め
︑
そ
の
後
の
文
化
財
保
護
制
度
の
制
定
を
待
つ
こ
と
が
で
き
る
状
況
を
作
り
上
げ
た
調
査
で
あ
っ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
︒

注（
1
（　

文
部
省
編
﹃
学
制
百
年
史
﹄（
帝
国
地
方
行
政
学
会
︑
一
九
八

一
年
（
第
五
章　

学
術
・
文
化　

第
四
節　

文
化
財
保
護

（
2
（　

東
京
国
立
博
物
館
編
﹃
東
京
国
立
博
物
館
百
年
史
﹄（
東
京
国

立
博
物
館
︑
一
九
七
三
年
一
頁
参
考

（
3
（　

椎
名
仙
卓
﹃
日
本
博
物
館
成
立
史
│
博
覧
会
か
ら
博
物
館
へ

│
﹄（
雄
山
閣
︑
二
〇
〇
五
年
（
二
九
頁
参
考

（
4
（　

文
化
財
保
護
委
員
会
編
﹃
文
化
財
保
護
の
歩
み
﹄（
文
化
財
保

護
委
員
会 

一
九
六
〇
年
（︑
関
秀
夫
﹃
博
物
館
の
誕
生
│
町
田
久
成

と
東
京
帝
室
博
物
館
│
﹄（
岩
波
書
店
︑
二
〇
〇
五
年
（
七
二
頁
参

考
（
5
（　

東
京
国
立
博
物
館
編
﹃
東
京
国
立
博
物
館
百
年
史　

資
料
編
﹄

（
東
京
国
立
博
物
館
︑
一
九
七
三
年
︑
六
〇
五
～
六
〇
六
頁
（
所

収
︑
原
本
は
﹁
古
器
旧
物
保
護
ノ
儀
御
布
達
申
立
・
附
出
雲
国
造
ヘ

別
途
御
達
申
立
﹂（﹃
公
文
録
・
明
治
四
年
・
第
三
十
九
巻
・
辛
未
五

月
～
七
月
・
大
学
伺
﹄
公00491100

（
文
化
財
保
護
を
訴
え
る
重

要
な
献
言
の
た
め
︑
本
部
分
を
こ
こ
に
引
用
す
る
︒
適
宜
句
読
点
を

挿
入
し
た
︒

　
　

集
古
館
ヲ
建
設
致
候
一
大
要
件
ハ
︑
既
ニ
外
務
省
等
ヨ
リ
及
献
言
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候
旨
ニ
付
︑
更
ニ
贅
言
不
仕
候
ヘ
ト
モ
︑
戊
辰
干
戈
ノ
際
以
来
天
化

ノ
宝
器
珍
什
ノ
及
遺
失
候
モ
ノ
儘
有
之
哉
ニ
伝
承
致
シ
︑
遺
憾
ノ
至

ニ
有
之
候
処
︑
殊
ニ
近
来
世
上
ニ
於
テ
︑
欧
州
ノ
情
実
ヲ
悉
知
不
仕

候
輩
ハ
︑
彼
国
日
新
開
化
ノ
風
ヲ
以
テ
︑
徒
ニ
新
奇
発
明
ノ
物
耳
貴

重
仕
候
様
誤
伝
致
︑
只
管
厭
旧
尚
新
ニ
弊
風
ヲ
生
シ
︑
経
歳
累
世
ノ

古
器
旧
物
敗
壊
致
候
モ
不
預
︑
既
ニ
毀
減
ニ
及
候
向
モ
有
之
哉
ニ
相

聞
ヘ
︑
考
古
ノ
徴
拠
ト
モ
可
相
成
物
︑
逐
日
消
失
仕
候
様
成
行
実
以

テ
可
惜
次
第
ニ
有
之
候
︒
抑
西
洋
各
国
ニ
於
テ
集
古
館
ノ
設
有
之
候

ハ
︑
古
今
時
勢
ノ
沿
革
ハ
勿
論
往
昔
ノ
制
度
文
物
ヲ
考
証
仕
候
要
務

ニ
有
之
︒
大
学
ニ
於
テ
モ
必
用
ノ
要
件
ニ
候
間
︑
何
卒
右
等
ノ
物
品

遺
失
不
仕
候
様
致
度
︑
併
当
時
内
外
御
用
途
御
多
端
ノ
折
柄
ニ
付
︑

若
集
古
館
御
建
設
ノ
儀
速
ニ
難
被
為
行
儀
モ
有
之
候
ハ
バ
︑
姑
ク
府

藩
県
ヘ
御
布
告
相
成
︑
歴
世
相
伝
仕
居
候
︒
宝
器
ハ
勿
論
自
余
ノ
雑

品
ニ
有
之
候
共
︑
考
古
ノ
徴
証
ニ
可
相
備
品
物
ハ
︑
精
々
保
護
相
加

候
様
︑
御
沙
汰
有
之
︑
且
夫
々
専
務
ノ
者
被
命
右
器
物
ヲ
図
画
ニ
描

写
致
シ
︑
羅
集
編
成
ノ
儀
被
仰
付
候
様
有
之
度
︑
若
シ
当
時
ノ
世
態

ニ
テ
更
ニ
一
歳
有
余
ヲ
打
過
候
ハ
ヽ
︑
天
下
ノ
古
器
宝
物
ハ
大
概
壊

滅
仕
︑
竟
ニ
ハ
其
形
似
モ
不
存
様
成
行
候
︑
患
害
無
之
ト
モ
難
申
候

間
︑
何
卒
至
急
御
処
置
有
之
候
様
仕
度
︑
此
段
献
言
仕
候
︒

（
6
（　
﹁
古
噐
物
保
存
ノ
事　

明
治
四
年
五
月
二
十
三
日
﹂（﹃
太
政
官

日
誌
﹄
太
政
官
︑
一
八
七
一
年
第
三
〇
号
︑
六
頁
（

（
7
（　
﹁
町
田
久
成
年
報
報
告
﹂（
東
京
国
立
博
物
館
編
﹃
東
京
国
立
博

物
館
百
年
史　

資
料
編
﹄︹
東
京
国
立
博
物
館
︑
一
九
七
三
年
︺
に

所
載
（
抄
（︑
原
本
は
﹁
東
京
書
籍
館
関
係
書
類
﹂
国
立
国
会
図
書

館
所
蔵
︑
一
八
七
〇
年
～
一
八
七
三
年
（

（
8
（　
﹁
明
治
五
年
布
達
番
外　

博
覧
会
開
館
ニ
付
摺
物
頒
布
ノ
事
﹂

（﹃
文
部
省
布
達
全
書
﹄
第
一
冊
︑
明
治
四
年
︑
五
年
（

（
9
（　

東
京
国
立
博
物
館
編
﹃
東
京
国
立
博
物
館
百
年
史
﹄（
東
京
国

立
博
物
館
︑
一
九
七
三
年
（
四
八
頁

（
10
（　
﹁
布
告
第
二
百
十
五
号
﹂
よ
り
（
内
閣
記
録
局
編
﹃
法
規
分
類

大
全　

第
一
編
﹄
官
職
門
︑
官
制
︑
第
十
六
︹
内
閣
記
録
局
︑
一
八

八
九
～
一
八
九
一
年
︺
一
三
～
一
四
頁
（

（
11
（　

東
京
国
立
博
物
館
編
﹃
東
京
国
立
博
物
館
百
年
史　

資
料
編
﹄

︹
東
京
国
立
博
物
館
︑
一
九
七
三
年
︺
二
頁
に
所
収
︑
原
書
は
﹃
太

政
類
典
﹄

（
12
（　
﹃
太
政
官
日
誌
﹄
明
治
六
年
三
月
一
九
日

（
13
（　
﹁
東
京
書
籍
館
書
類
﹂（
東
京
国
立
博
物
館
編
﹃
東
京
国
立
博
物

館
百
年
史　

資
料
編
﹄︹
東
京
国
立
博
物
館
︑
一
九
七
三
年
︺
六
頁

に
所
収
︑
原
本
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
（

（
14
（　

内
閣
記
録
局
編
﹃
法
規
分
類
大
全
﹄
第
三
五
︑
学
政
門
︑
第

一
︑
学
政
総
︑
学
校
上
︑（
内
閣
記
録
局
︑
一
八
九
一
年
（

（
15
（　
﹁
東
京
書
籍
館
書
類
﹂（
東
京
国
立
博
物
館
編
﹃
東
京
国
立
博
物

館
百
年
史　

資
料
編
﹄︹
東
京
国
立
博
物
館
︑
一
九
七
三
年
︺
六
頁

に
所
収
︑
原
本
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
（

（
16
（　
﹃
太
政
官
日
誌
﹄
明
治
八
年
二
月
九
日
よ
り

（
17
（　

文
部
省
﹃
文
部
省
年
報　

第
三
﹄（
一
八
七
五
年
（
五
八
八
頁

参
考

（
18
（　

内
閣
記
録
局
編
﹃
法
規
分
類
大
全　

第
一
編
﹄
官
職
門
︑
官
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制
︑
第
一
六
（
内
閣
記
録
局
︑
一
八
九
一
年
（
八
〇
一
頁
︑﹁
博
覧

会
事
務
局
へ
達
﹂
の
記
録
参
考

（
19
（　

内
閣
記
録
局
編
﹃
法
規
分
類
大
全　

第
一
編
﹄
官
職
門
︑
官

制
︑
第
一
一
（
内
閣
記
録
局
︑
一
八
八
九
～
一
八
九
一
年
（
七
一
頁

﹁
内
務
省
職
制
章
程
及
事
務
章
程
﹂
参
考

（
20
（　

西
川
長
夫
︑
松
宮
秀
治
編
﹃﹁
米
欧
回
覧
実
記
﹂
を
読
む
│
一

八
七
〇
年
代
の
世
界
と
日
本
│
﹄（
法
律
文
化
社
︑
一
九
九
五
年
（

三
頁
参
考

（
21
（　

北
澤
憲
昭
﹃
眼
の
神
殿　
﹁
美
術
﹂
受
容
史
ノ
ー
ト
﹄（
美
術
出

版
社
︑
一
九
八
九
年
（
一
四
三
頁
参
考
︑
引
用
は
﹁
ウ
ィ
ン
府
ニ
於

テ
来
一
千
八
百
七
十
三
年
博
覧
会
ヲ
催
ス
次
第
﹂（
第
二
个
条
（
明

治
五
年
（﹃
法
令
全
書
﹄
第
五
巻
ノ
一
︹
原
書
房
一
九
七
四
年
︺
一

五
頁
（

（
22
（　
﹁
佐
野
常
民
上
進
東
京
博
物
館
建
設
諸
報
告
書
等
内
務
省
へ
下

付
﹂（﹃
太
政
類
典　

第
二
篇
﹄
明
治
四
年
～
明
治
一
〇
年
・
第
一
七

二
巻
・
産
業
二
一
・
展
覧
場
四
（

（
23
（　
﹁
蘓
格
蘭
以
丁
堡
學
術
博
物
館
総
長
ト
ー
マ
ス
シ
ー
ア
ル
チ
ヱ

ル
氏
ノ
贈
来
及
其
魯
國
ニ
贈
ル
所
ノ
報
告
書
﹂（﹃
公
文
録
﹄
明
治
八

年
・
第
六
ノ
二
巻
・
明
治
八
年
六
月
・
課
局
附
録
（
一
（（

（
24
（　
﹁
英
國
サ
ウ
ス
ケ
ン
シ
ン
ト
ン
博
物
館
設
立
ノ
来
歴
及
管
掌
條

例
一
︑
同
國
博
覧
會
始
末
﹂（﹃
第
十
一
類　

記
録
材
料
﹄
内
閣
記
録

保
存
部
局
︑
一
八
六
二
年
～
一
九
四
二
年
（

（
25
（　

博
物
館
の
今
後
を
考
案
す
る
に
あ
た
り
当
時
博
物
局
長
で
あ
っ

た
町
田
久
成
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ

る
︒

（
26
（　
﹁
博
物
館
体
裁
ノ
儀
上
申
﹂（﹃
公
文
録
﹄
明
治
八
年
︑
第
一
四

三
巻
︑
明
治
八
年
九
月
︑
内
務
省
伺
二
（

（
27
（　
﹁
第
七
号　

博
物
館
ノ
体
裁
及
分
類
ノ
儀
ニ
付
キ
卿
ヨ
リ
太
政

大
臣
ニ
上
申
ノ
件
﹂（﹃
例
規
録
明
治
八
年
﹄
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵

　

館
史
資
料
№
五
八
四
（
に
お
い
て
﹁﹁
当
時
勧
業
寮
等
ノ
御
設
置

モ
有
之
自
然
抵
觸
候
廉
モ
相
見
ヘ
﹂
と
い
う
記
述
が
な
さ
れ
て
い

る
﹂

（
28
（　
﹁
博
物
館
名
称
之
儀
伺
﹂（﹃
公
文
録
﹄
明
治
九
年
︑
第
九
九

巻
︑
明
治
九
年
二
月
︑
内
務
省
伺
二
（

（
29
（　

関
秀
夫
﹃
博
物
館
の
誕
生
│
町
田
久
成
と
東
京
帝
室
博
物
館

│
﹄
一
三
三
頁
参
考

（
30
（　

内
閣
記
録
局
編
﹃
法
規
分
類
大
全　

第
一
編
﹄
官
職
門
︑
官

制
︑
第
一
五
（
内
閣
記
録
局
︑
一
八
八
九
年
～
一
八
九
一
年
（
五
頁

参
考

（
31
（　
﹁
土
地
建
物
録　

明
治
十
四
年
﹂
第
八
三
八
号
（
東
京
国
立
博

物
館
編
﹃
東
京
国
立
博
物
館
百
年
史　

資
料
編
﹄︹
東
京
国
立
博
物

館
︑
一
九
七
三
年
︺
二
九
四
頁
所
載
︑
原
書
は
東
京
国
立
博
物
館
所

蔵
（

（
32
（　

博
物
館
の
完
成
が
遅
れ
た
背
景
に
つ
い
て
は
関
秀
夫
﹃
博
物
館

の
誕
生
│
町
田
久
成
と
東
京
帝
室
博
物
館
│
﹄
一
三
三
頁
に
詳
細
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
︒

（
33
（　

上
山
和
雄
﹁
農
商
務
省
設
立
と
そ
の
政
策
展
開
﹂（﹃
社
會
經
濟

史
學
﹄vol.41 N

o.3

︑
社
会
経
済
史
学
会
︑
一
九
七
五
年
（︑
四
七
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頁
（
34
（　

上
山
和
雄
﹁
農
商
務
省
設
立
と
そ
の
政
策
展
開
﹂（﹃
社
會
經
濟

史
學
﹄vol.41 N

o.3

︑
社
会
経
済
史
学
会
︑
一
九
七
五
年
（︑
五
〇

頁
（
脚
注
一
（

（
35
（　

上
山
和
雄
﹁
農
商
務
省
設
立
と
そ
の
政
策
展
開
﹂（﹃
社
會
經
濟

史
學
﹄vol.41 N

o.3
︑
社
会
経
済
史
学
会
︑
一
九
七
五
年
（︑
五
〇

頁
（
脚
注
一
（

（
36
（　

上
山
和
雄
﹁
農
商
務
省
設
立
と
そ
の
政
策
展
開
﹂（﹃
社
會
經
濟

史
學
﹄vol.41 N

o.3

︑
社
会
経
済
史
学
会
︑
一
九
七
五
年
（︑
五
〇

頁
（
脚
注
一
（

（
37
（　

内
閣
記
録
局
編
﹃
法
規
分
類
大
全　

第
一
編　

官
職
門
・
第
一

五
・
官
制
・
農
商
務
省
﹄（
一
八
八
九
～
一
八
九
一
年
（
一
頁

（
38
（　

内
閣
記
録
局
編
﹃
法
規
分
類
大
全　

官
職
門
・
第
一
五
・
官

制
・
農
商
務
省
﹄（
一
八
八
九
～
一
八
九
一
年
（
二
～
三
頁

（
39
（　
﹁
経
済
政
策
ノ
變
更
ニ
就
テ
﹂（﹃
大
隈
重
信
関
係
文
書
第
四
﹄

（
日
本
史
籍
協
会
一
九
三
二
年
（
一
一
二
頁
（

（
40
（　

内
閣
記
録
局
編
﹃
法
規
分
類
大
全　

官
職
門
・
第
一
五
・
官

制
・
農
商
務
省
﹄（
一
八
八
九
～
一
八
九
一
年
（
三
～
四
頁

（
41
（　

内
閣
記
録
局
編
﹃
法
規
分
類
大
全　

官
職
門
・
第
一
一
冊
・
官

制
・
神
祇
省
・
教
部
省
・
内
国
事
務
局
・
民
部
省
・
内
務
省
二
﹄
一

五
八
・
一
五
九
頁

（
42
（　
﹁
博
物
館
組
織
方
﹂（﹃
太
政
類
典
﹄
第
五
編
・
明
治
一
四
年
・

第
二
巻
・
官
制
・
文
官
職
制
一
（

（
43
（　

高
木
博
志
﹃
近
代
天
皇
制
の
文
化
史
的
研
究
﹄（
校
倉
書
房
︑

一
九
九
七
年
（
第
十
章
︑
二
八
六
頁

（
44
（
村
形
明
子
編
訳　
﹃
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
ホ
ー
ト
ン
・
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
蔵　

ア
ー
ネ
ス
ト
・
Ｆ
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
資
料
﹄
第
一
巻

（
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
出
版
︑
一
九
八
二
年
（
五
四
～
六
一
頁
︑﹁
五　

美

術
行
政
に
関
す
る
提
言
﹂

（
45
（　

村
形
明
子
﹁
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
宝
物
調
査
と
帝
国
博
物
館
の
構
想

（
下
（
│
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
ホ
ー
ト
ン
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
蔵
遺
稿

を
中
心
に
│
﹂（
東
京
国
立
博
物
館
編
﹃M

useum

﹄
三
四
七
号
︑
一

九
八
〇
年
二
月
・
三
四
八
号
︑
一
九
三
〇
年
三
月
所
収
（

（
46
（　

佐
藤
道
信
氏
は
﹃
龍
池
会
報
告
﹄
の
復
刻
版
の
解
説
﹁﹃
龍
池

会
報
告
﹄
解
説
﹂（﹃
近
代
美
術
雑
誌
叢
書
五　

龍
池
会
報
告
﹄
別
冊

（
ゆ
ま
に
書
房
︑
一
九
九
一
年
（（ 

に
お
い
て
︑﹁
考
古
利
今
﹂
の
考

え
は
博
覧
会
を
軸
と
し
た
古
美
術
保
護
と
殖
産
興
業
を
結
び
つ
け
る

も
の
で
︑
博
物
館
は
﹁
考
古
﹂︑
博
覧
会
に
設
置
さ
れ
た
美
術
館
は

﹁
利
今
﹂
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
︒

（
47
（　

東
京
国
立
博
物
館
編
﹃
東
京
国
立
博
物
館
百
年
史
﹄（
東
京
国

立
博
物
館
︑
一
九
七
三
年
（
三
〇
三
頁
﹁
帝
室
学
芸
員
制
度
﹂
の
項

を
参
考
に
し
た
︒

（
48
（　

北
澤
憲
昭
﹃
眼
の
神
殿　
﹁
美
術
﹂
受
容
史
ノ
ー
ト
﹇
定
本
﹈﹄

（
株
式
会
社
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
︑
二
〇
一
〇
年
（﹁
す
べ
て
で
あ
ろ
う
と
す

る
﹁
美
術
﹂
│
﹁
美
術
﹂
概
念
の
限
定
﹂（
一
八
二
～
一
八
八
頁
（

参
照

（
49
（　

北
澤
憲
昭
﹃
眼
の
神
殿　
﹁
美
術
﹂
受
容
史
ノ
ー
ト
﹇
定
本
﹈﹄

（
株
式
会
社
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
︑
二
〇
一
〇
年
（
一
〇
四
頁
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（
50
（　

北
澤
憲
昭
﹃
眼
の
神
殿　
﹁
美
術
﹂
受
容
史
ノ
ー
ト
﹇
定
本
﹈﹄

（
株
式
会
社
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
︑
二
〇
一
〇
年
（
二
九
三
～
二
九
四
頁

（
51
（　
﹁
同
省
中
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
ヲ
置
ク
﹂（﹃
公
文
類
聚
・
第

十
二
編
・
明
治
二
一
年
・
第
四
巻
・
官
職
三
・
官
省
廃
置
衙
署
附
・

地
方
庁
廃
置
﹄（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
︑
類00339100

（

（
52
（　
﹁
宮
内
省
臨
時
全
国
宝
物
取
調
委
員
ヲ
命
ス
﹂﹃
公
文
類
聚
・
第

一
二
編
・
明
治
二
一
年
・
第
二
巻
・
官
職
一
・
職
制
章
程
一
﹄（
国

立
公
文
書
館
所
蔵
︑
類00337100

︲015

（

（
53
（　

東
京
国
立
博
物
館
編
﹃
東
京
国
立
博
物
館
百
年
史
﹄（
第
一
法

規
出
版
︑
一
九
七
三
年
（
二
九
一
頁

（
54
（　
﹁
提
要
﹂（
東
京
国
立
博
物
館
編
﹃
東
京
国
立
博
物
館
百
年
史
﹄

第
一
法
規
出
版
︑
一
九
七
三
年
二
四
九
～
二
五
二
頁
所
収
（

（
55
（　

村
形
明
子
編
﹃
ア
ー
ネ
ス
ト
・
Ｆ
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
文
書
集
成
│

翻
刻
・
翻
訳
と
研
究
（
上
（﹄（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
︑
二
〇
〇
〇

年
（﹁
第
六
章 

フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
宝
物
調
査
と
帝
国
博
物
館
の
構
想
﹂

一
三
七
～
一
七
九
頁

（
56
（　

野
呂
田
純
一
﹃
幕
末
・
明
治
の
美
意
識
と
美
術
政
策
﹄（
宮
帯

出
版
社
︑
二
〇
一
五
年
（︒
明
治
初
年
か
ら
三
〇
年
代
に
至
る
文
化

財
保
護
・
美
術
政
策
に
つ
い
て
博
物
館
と
そ
の
周
辺
で
組
織
さ
れ
た

美
術
団
体
の
関
り
や
方
針
決
定
の
政
治
的
な
背
景
を
考
察
し
て
い

る
︒

（
57
（　

野
呂
田
純
一
﹃
幕
末
・
明
治
の
美
意
識
と
美
術
政
策
﹄（
宮
帯

出
版
社
︑
二
〇
一
五
年
（
四
五
三
～
四
五
六
頁

（
58
）　

村
形
明
子
編
訳　
『
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
ホ
ー
ト
ン
・
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
蔵　

ア
ー
ネ
ス
ト
・
Ｆ
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
資
料
』
第
一
巻

（
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
出
版
、
一
九
八
二
年
）
二
九
七
〜
三
〇
五
頁
、﹁
三

五　

美
術
博
物
館
設
立
建
白
書
﹂
に
お
い
て
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
意
見
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
︒

（
59
（　

岡
倉
天
心
﹃
岡
倉
天
心
全
集 

三
﹄（
平
凡
社
︑
一
九
九
三
年
（

に
所
収
︒
原
本
は
國
學
院
大
學
梧
蔭
文
庫
所
蔵
︒
明
治
一
九
年
六
～

七
月
と
九
月
に
岡
倉
が
古
社
寺
の
調
査
を
行
い
︑
一
〇
月
に
欧
州
視

察
へ
発
つ
ま
で
の
間
に
作
成
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
︒

（
60
（　

伊
藤
博
文
関
係
文
書
研
究
会
編
﹃
伊
藤
博
文
関
係
文
書
四
﹄

（
塙
書
房
︑
一
九
七
六
年
（
三
四
一
～
三
四
三
頁
所
収

（
61
（　

野
呂
田
純
一
﹃
幕
末
・
明
治
の
美
意
識
と
美
術
政
策
﹄（
宮
帯

出
版
社
︑
二
〇
一
五
年
（
四
五
二
～
四
五
六
四
頁

（
62
（　

神
奈
川
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ　

山
口
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
﹁
九
鬼

隆
一
書
簡
﹂（
№2199400267

（

（
63
（　
﹃
常
用
部
分
派
会
計
予
算
書
類
﹄（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
︑
館

史
資
料
二
〇
〇
（
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
各
年
度
の
予
算
表
か
ら
作
成

し
た
︒

（
64
（　

こ
の
年
は
繰
り
越
し
が
約
二
〇
〇
〇
円
発
生
し
て
い
る
が
︑
こ

れ
は
職
員
の
欠
員
が
生
じ
た
た
め
︑
給
料
・
旅
費
が
予
定
通
り
消
化

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
︑
借
家
の
引
き
払
い
に
よ
っ
て
借
家
料
の
支
払

い
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
︒（
館
史
資
料
二
〇
〇
﹃
常
用

部
分
派
会
計
予
算
書
類
﹄（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
（
の
記
述
よ
り
（

（
65
（　

伊
藤
博
文
関
係
文
書
研
究
会
編
﹃
伊
藤
博
文
関
係
文
書
九
﹄

（
塙
書
房
︑
一
九
八
一
年
（
一
〇
二
～
一
〇
四
頁
所
載
︒
前
掲
（
注
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六
〇
（﹃
幕
末
・
明
治
の
美
意
識
と
美
術
政
策
﹄
に
お
い
て
も
紹
介

さ
れ
て
い
る
︒

（
66
（　

館
史
資
料
一
九
八
五
﹃
博
補
会
計
順
序
﹄（
東
京
国
立
博
物
館

所
蔵
（︒
表
紙
に
﹁
明
治
二
十
八
年
三
月
﹂
と
あ
り
︑
主
に
臨
時
全

国
宝
物
取
調
局
の
活
動
費
用
に
つ
い
て
博
物
館
と
し
て
の
手
続
や
書

類
の
書
式
な
ど
を
定
め
て
い
る
︒

（
67
（　

竹
居
明
男
﹃﹃
日
出
新
聞
﹄
記
者
金
子
静
枝
と
明
治
の
京
都
│

明
治
二
十
一
年
古
美
術
調
査
報
道
記
事
を
中
心
に
│
﹄（
芸
艸
堂
︑

二
〇
一
三
年
（
に
お
い
て
近
畿
地
方
の
宝
物
調
査
に
つ
い
て
︑
同
行

し
た
新
聞
記
者
の
金
子
静
枝
の
記
録
を
紹
介
し
て
い
る
︒

（
68
（　

村
形
明
子
﹁
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
宝
物
調
査
と
帝
国
博
物
館
の
構
想

（
下
（
│
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
ホ
ー
ト
ン
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
蔵
遺
稿

を
中
心
に
│
﹂（﹃M

U
SE

U
M

﹄
第
三
四
八
号
所
収
︑
一
九
八
〇
年

三
月
号
（
を
参
考
に
し
た
︒

（
69
（　

吉
野
俊
哉
﹁
明
治
期
の
全
国
的
な
宝
物
調
査
と
旧
越
中
国
内
の

宝
物
に
つ
い
て
│
東
京
国
立
博
物
館
蔵
資
料
の
調
査
を
中
心
に
│
﹂

（﹃
富
山
県
﹇
立
山
博
物
館
﹈
研
究
紀
要
﹄
第
二
一
号
︑
四
四
～
六
九

頁
所
収
（
に
お
い
て
調
査
の
概
要
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
︒

（
70
（　

臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
﹁
臨
時
全
国
宝

物
取
調
局
ニ
於
テ
宝
物
検
閲
方
ヲ
広
告
ス
﹂（
国
立
公
文
書
館
所
蔵

﹃
公
文
類
聚
・
第
一
三
編
・
明
治
二
二
年
・
第
六
巻
・
族
爵
・
種
族
・

勲
等
︑
宮
廷
・
内
廷
・
宮
殿
・
﹄
類00391100

︑
明
治
二
二
年
九

月
二
八
日
（
及
び
﹁
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
ヨ
リ
宝
物
検
閲
方
ヲ
広

告
ス
﹂（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
﹃
公
文
類
聚
・
第
一
四
編
・
明
治
二

三
年
・
第
一
七
巻
・
文
書
・
出
版
～
受
付
進
献
﹄
類00463100

︑

明
治
二
三
年
七
月
一
七
日
（
に
記
載
が
あ
り
︑
判
明
し
た
︒
明
治
二

二
年
九
月
二
八
日
の
広
告
で
は
鑑
査
す
る
物
品
を
﹁
京
橋
区
八
官

町
﹂
の
支
局
︑
明
治
二
三
年
七
月
一
七
日
の
広
告
で
は
﹁
下
谷
区
上

野
公
園
内
元
東
四
軒
寺
跡
﹂（
現
在
の
国
立
科
学
博
物
館
周
辺
（
に

て
受
理
す
る
と
書
か
れ
て
い
る
︒
予
算
内
訳
の
記
録
（
注
一
二
参

照
（
に
明
治
二
三
年
中
に
﹁
本
局
移
転
﹂
と
の
記
述
が
み
ら
れ
︑
次

年
度
よ
り
借
家
料
の
内
訳
に
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
﹁
煉
瓦
屋
﹂
の
借
上

げ
が
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
︑
借
り
て
い
た
﹁
煉
瓦
屋
﹂
は
京

橋
区
の
支
局
で
あ
り
︑
二
三
年
中
に
は
引
き
払
っ
て
い
た
と
見
ら
れ

る
︒

（
71
（　
﹃
宝
物
下
調
報
告
編
冊
﹄（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
︑
館
史
資
料

一
二
七
四
（

（
72
（　
﹁
出
張
員
心
得
書
﹂
第
二
條
（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
B
│

二
三

六
〇
﹁
印
顆
（
蝋
石
切
落
な
ど
﹂
附
属
二
一
（
よ
り
抜
粋
︒
B
│

二

三
六
〇
は
臨
時
鑑
査
掛
と
し
て
東
北
地
方
の
宝
物
調
査
に
赴
い
た
篆

刻
家
中
井
敬
所
の
関
係
資
料
で
あ
る
︒

（
73
（　
﹃
機
密
書
類
﹄（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
︑
館
史
資
料
一
六
六
（

に
所
収
︒﹁
明
治
三
〇
年
九
月
七
日
宮
内
省
伺
済
﹂
と
あ
る
︒

（
74
（　

岡
塚
章
子
﹁
小
川
一
真
の
﹁
近
畿
宝
物
調
査
写
真
﹂
に
つ
い

て
﹂（﹃
東
京
都
写
真
美
術
館
紀
要
﹄（
二
（︑
三
七
～
五
五
頁
所
収
︑

二
〇
〇
〇
年
（

（
75
（　

清
水
重
敦
﹁
伊
東
忠
太
と
﹁
日
本
建
築
﹂
保
存
﹂（﹃
明
治
聖
徳

記
念
学
会
紀
要
﹄
復
刊
第
四
五
号
︑
平
成
二
〇
年
一
一
月
所
収
（
を
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参
考
に
し
た
︒

（
76
（　

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
︑
Ｑ
Ａ
│

三
六
二
四

（
77
（　

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
︑
Ｑ
Ａ
│

三
六
二
三

（
78
（　

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
︑
Ｑ
Ａ
│

三
六
二
四
の
中
に
含
ま
れ
る

（
79
（　

前
述
し
た
よ
う
に
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
時
代
の
鑑
査
区
分
等

の
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
た
め
︑
帝
国
博
物
館
に
行
っ
て
い
た
鑑
査

業
務
の
規
程
や
雛
形
か
ら
推
測
し
て
い
る
︒

（
80
（　

伊
藤
博
文
関
係
文
書
研
究
会
編
﹃
伊
藤
博
文
関
係
文
書
九
﹄

（
塙
書
房
︑
一
九
八
一
年
（
一
〇
二
～
一
〇
四
頁
所
載

（
81
（　

国
立
科
学
博
物
館
編
﹃
国
立
科
学
博
物
館
百
年
史
﹄（
国
立
科

学
博
物
館
︑
一
九
七
七
（﹁
第
四
章　

教
育
博
物
館
の
衰
退
﹂（
一
三

七
～
一
五
二
頁
（
を
参
考
に
し
た
︒

（
82
（　

明
治
四
年
に
布
達
さ
れ
た
古
器
旧
物
保
存
方
は
文
部
省
関
係
法

令
の
整
理
に
関
す
る
法
律(

昭
和
二
十
九
年
六
月
一
日
法
律
第
一
三

五
号)

に
よ
り
廃
止
さ
れ
る
ま
で
存
在
し
た
が
︑
運
用
は
さ
れ
な
く

な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

 

（
東
京
国
立
博
物
館
学
芸
企
画
部
百
五
十
年
史
編
纂
室
（

︹
謝
辞
︺

本
論
文
の
執
筆
に
あ
た
り
︑
史
料
の
調
査
に
お
い
て
東
京
国
立
博
物
館

恵
美
千
鶴
子
氏
︑
文
化
庁
高
梨
真
行
氏
に
多
大
な
ご
協
力
・
ご
助
言
を

賜
り
ま
し
た
︒
ま
た
お
茶
の
水
女
子
大
学
小
風
秀
雅
教
授
及
び
同
大
学

近
代
史
ゼ
ミ
の
皆
様
︑
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
近
代
日
本
研
究
会
の
皆
様
に

大
変
ご
丁
寧
な
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
末
筆
な
が
ら
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
︒


